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E 

ニヱ

夕、

の
経
済
愛
動
理
論

}V 

Jレ

青

秀

夫

山

回

攻

序

一

、

ミ

ユ

ル

ダ

1
ル
に
於
け
る
動
率
的
均
衡
の
構
想
何
動
車
的
問
題
と
均
衡
概
念

ω
静
皐
的
前
提
と
静
畢
的
理
論
の
非
現
貫
性

ω
理
想
要
素
導
入
と
経
済
費
動
規
論
の
問
題

不

完

全

と

均

衡

の

構

想

一

一

、

安

本

債

依

と

利

潤

川

「

企

業

者

」

的

資

本

債

依

と

純

所

何

的
特
質
と
そ
の
氾
義
l
一
前
h

b
の
」
計
算
と
一
役
和
ら
の
」
計
算

ω
投

実

利

潤

附

記

生
産
要
素
の
移
動

ω
利
潤
の
範
鴫

(2) 
(5) 

静
率
目甘
塑i
諭
の
肯
定

群
円
相
純
情
鱒
動
期
滞
在

国
三
百
コ
き
ロ
ヱ
と
呼
び
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
五
一
討
を
事
げ
噂

ho--ωω
所
前

代

包

括

A
Z
2
2
3
P守
ω
r
o『

Z
E
m
o
E
L
2
m
T
4
X
5
2て
に
よ
る
こ
と
勺
同
諸
概
念
に
つ
い
て
回
以

3
4
0
5〈
ぬ
か

j事

『
]
宅
}
信

り
符
昔
ン
イ
ク
ド
」
レ
つ
事
定
つ

F
こ
尚
昆
之
主
主
主

5

c
z
一
'

J

6

+

4

f

i
ま

1
1
t
E
j
4

'

A

い
向
山

}
L
E口出

=
=
L

オ
ー
リ
ン
は

=
司
自
叩
「
コ
「
刊
日
F
i

勺
a

炉

、

騎
岡
山

z
n
r
r。
-
2
吋

F
2『〕可。『

H
U
3
2由
。
『
内
3
2
同日。昨日ヨロ

E
L

『

oz-。
日
]
℃
ぬ
れ

Z
4
0

か
を
峻
別
す
る
こ

と。

ω貨
幣
数
量
設
は
費
動
の
問
題
に
謝
し
て
無
能
な
り
と
し
、
諾
個
人
の
経
済
活
動
(
就
中
貯
蓄
及
び
投
養
)
よ
り
分
析
を
出
愛
せ
し
め
る
と
止
。

ω

分
析
要
具
と
し
て
模
型
的
に
稗
々
の

J
Z
m
-
Z》コ
Z
H戸。

a
y
z
E
ョ
が
構
想
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
相
互
間
に
は
代
替
的
意
義
し
か
認
め
ら
れ
ね
こ
と
。

さ
て
然
ら
げ
、
上
記
の
特
徴
を
有
寸
る
瑞
典
製
汲
の
制
服
済
費
勤
理
論
は
総
決
迎
諭
に
何
を
寄
興
し
た
か
。
今
近
代
経
桝
現
諭
の
核
心
が
例
へ
ば
ヲ
ル

ヲ
旦
に
見
ら
れ
る
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
方
針
に
よ
っ
て
静
準
的
一
般
均
衡
理
論
を
勤
畢
化
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
、
が

此
虞
に
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
こ
ろ
で
以
上
白
五
ワ
白
特
徴
の
う
ち
的

ω印
が
瑞
典
皐
汲
閏
有
の
も
の
で
な
〈
、
更
に
そ
の
親
撒
の
貫
徹
も
弥
必
ず
し
も
有
数
且
遁
切
主
精
し
難

き
は
明
か
で
あ
る
。
伺

M
亦
猟
自
と
は
一
首
難
い
が
、
然
し
切
に
づ
い
て
は
原
理
的
視
慰
を
確
立
し
、
こ
れ
を
よ
く

ωの
現
黙
に
適
用
し
て
、
幾
多
の
「
新

ウ
イ
ク
セ
ル
抽
出
」
主
蛇
ん
で
、
最
も
精
績
な
る
展
闘
を
試
事
、
現
代
経
済
理
論
に
庚
く
日
深
き
影
響

E
及
し
つ
づ
あ
る
と
と
は
、
此
の
血
中
汲
の
貢
献
と

号
、
品
ル
ダ

l
ル
の
経
済
費
動
理
論

第
四
十
七
巻

五
宍

第
四
銃

B. Ohlin: Some Notes on th.e StockJ旧 1mTheory of the Savings and Invest-
ment， Economic Journal， March 1938， pp" 53-58. fM木村皐士の此白論文の紹
介纏済革論集、第7巻、第9獄、参照。
此の表現は E.Lundberg: Studi剖 in the Theory of Economic E叉pansi()n~
1936による。 'fI，1.(1)(3)(5)の特徴については飯田串士車里桝撰張の理論、(絞
持論叢第46巻第3披)に於ける LllH<fherg の紹介参照。

2) 



ミ
ユ
ル
グ
l

ル
の
粧
消
費
勤
時
前

第
四
十
七
巻

五
六

第
四
披

し
て
確
か
に
迭
し
難
い
。
か
〈
て
上
記
の
意
味
に
於
で
瑞
典
畢
援
の
動
態
化
の
方
針
を
問
題
と
す
る
揚
合
、
こ
れ
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
方
法
的

に
は

ωが
、
内
終
的
に
は

ωが
現
は
れ
る
。
今
脊
々
は
山
間
を
問
題
と
す
る
。
オ

1
V
ン
は
瑞
典
皐
慌
の
殻
淫
経
路
を
紋
し
て
ウ
イ
ク
セ
品
に
績
〈
第
二

E
t
r
H
E
D百
四
回
司

E
Z
O
E
E
z
v
-
4。品口内庁ユ
-
n
-
E
E
P
(
-
S
J
に
よ
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
が
、
同
の
原
理
的
視

4
 

駄
の
確
立
は
宮
さ
に
と
こ
に
於
て
な
さ
れ
た
。
本
稿
の
目
的
は
此
の
ミ
ユ
ル
ダ
1
ル
の
賞
献
を
清
算
的
に
掠
収
し
、
後
に
試
み
ん
と
す
る
第
囲
内
特
徴

の
飛
躍
が
芝
ユ
ル

r
1
ル
の
著
書

ル|、|
!日JlI;
1':: c7) 

閥ウ
ずイ
るク

考セ
~し

を 王屯

íf~l m布
f荷の

す:~モ
る ft

とつ
lt:ν、

あて
るも
。l庇

~-" 

諭
士;

。5
可
内
コ
ヨ
"
コ

m
Z
2百件
M
z
r
H間
Z
M〈
M
r
f
T
r
D
D
2
M
M
-
げ「

4
4
-
L
F
「
2
魚

崎

つ

川

叫

。，，
V
-
1
-
B
W
'
w
u
b

の
武
献
は
大
古

カ
ツ
セ
討
作
に
去
ら
っ
て
川
第
一
次
的
債
格
決
定
要
素
の
受
動
に
よ
っ
て
債
格
愛
動
が
行
は
れ
る
経
済
倣
態
を

ミ
ュ
ル
グ
l
ル
は
、

以
て
動
態
と
な
し
、
か

L
る
動
聞
学
的
欣
態
の
分
析
を
準
備
す
る
こ
と
を
以
て
そ
の
研
究
の
根
本
目
棋
と
す
る
が
、
此
際
彼
は
、
均
衡

概
念
を
動
接
的
分
析
の
出
護
鮪
に
置
〈
黙
に
於
て
、
近
代
粧
品
何
理
論
の
偉
統
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
媛
動
の
世
界
に
於
て

も
、
奥
件
の
受
動
の
後
や
が
て
均
衡
欣
態
が
成
立
す
ぺ
き
こ
と
は
、

し
つ

L
あ
る
際
、

ク
ラ

I
ク
が
、
表
面
を
奔
騰
せ
し
め
つ

L

タ
ン
ク
に
水
が
流
入

一
旦
此
の
水
の
流
入
が
止
む
と
き
は
、
早
晩
水
両
が
卒
静
に
腕
す
る
と
と
を
以
て
説
明
せ
る
如
く
で
あ
る
が
、

L
る
仮
想
的
均
衡
欣
態
は
、
現
賓
の
債
格
形
成
が
謂
は
ピ
瞬
間
的
議
断
面
に
於
て
一
不
ず
で
あ
ら
う
受
動
傾
向
を
教
へ
る
意
義
を
有
ナ

る
。
現
貨
の
費
動
は
惰
性
に
よ
っ
て
妨
害
さ
れ
、

此
の
傾
向
は
直
ち
に
は
賓
現
さ
れ
得
た
い
か
ら
、

か
L
る
均
衡
欣
態
の
揃
務
の
み

を
以
て
し
て
は
費
動
の
分
析
は
不
定
分
で
あ
り
、
均
衡
献
態
の
構
想
の
意
義
は
、

そ
れ
が
費
動
傾
向
の
護
見
手
段
た
る
こ
と
に
求
め

ら
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

か
〈
て
彼
に
よ
れ
ば
「
煩
絡
形
成
の
説
明
に
常
っ
て
恐
ら
〈
最
大
の
凶
難
を
な
す
も
の
は
動
準
的
要
素
で
る
ら
う
が
、
理
論
的
分
析
に
到
建
せ
ん
と iJゐ

Cf. O. Lange's Review on the I.undberg's Book 
May 1938)， p. 243. 
本書を紹介せる文献と Lて， Oh]jnり前掲論文の他， Lindahl t0 Book Review 
(Economic Journal， 1929-， p. 89・ Akerman (E~on什metrica ， A pril 1936， p. 
111.) B. Thomas: Mone也ryPolicy & Crisis， a Stndァ()fSwedjsh Experience， 
Chap. nI.を事I?'得る。

above， (Econom】ca，ci1ed 3) 
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す
る
限

p
、
問
還
は
均
衡
の
問
題
と
し
て
抱
擁
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
古
来
患
者
が
一
続
的
債
格
形
成
問
題
を
研
究
し
た
方
法
は
貨
に
多
種
多
様
で

あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
此
の
結
で
は
常
に
完
全
に
一
致
し
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
費
で
あ
る
。
或
る
経
済
均
衡
欣
態
が
存
在
し
、
現
貨
の
債
椅
形

或
は
そ
れ
に
向
っ
て
接
近
し
で
行
〈
と
い
ふ
思
想
(
従
つ
で
夫
々
の
商
品
、
用
役
、
及
び
生
産
手
段
に
開
し
で
、
品
〈
の
如
〈
縄
維
に
技
術
的
な
る
怠

味
に
於
て
、
常
面
白
現
貨
市
場
償
協
に
比
し
て
正
常
的
又
は
自
然
的
な
る
償
併
が
存
十
代
す
る
と
い
ふ
思
想
)

は
貸
際
純
情
阿
現
論
一
般
と
同
時
に
生
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
凡
そ
蝿
論
的
僻
宛
と
は
、

ぃ
。
一
の
で
あ
り
、
従
っ
て
慣
路
建
動
班
論
の
問
題
は
次
の
如
〈
二
段
に
分
た
れ
る
こ
と
と
な
る
。
却
ち
「
均
衡
校
惑
を
構
想
す
る
こ
と
の
設
用
は
、
こ

か
く
の
如
き
均
街
吠
慈
の
研
究
推
び
に
そ
の
資
魂
を
阻
害
ナ
る
諸
市
首
悶
の
研
究
以
外
の
何
も
の
で
も
な

れ
を
倹
つ
で
伺
格
費
動
の
理
論
的
分
析
が
可
詰
と
な
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
勿
論
吾
々
の
併
究
は
、
か
〈
の
如
〈
に
し
て
構
想
さ
れ
た
る
均
衡
備
惰

掛
川
戒
が
輿
件
費
動
の
精
呆
如
何
に
盤
的
川
ず
る
品
と
い
ふ
こ
と
の
詑
明
に
止
つ
で
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
理
論
的
手
段
で
あ
っ
子
セ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も

な
い
。
百
々
が
地
迄
漣
戒
を
州
知
岬

4
1

ず
る
の
ぼ
境
交
心
情
惰
形
崎
の
況
切
で
あ
る
。
従
つ
で
生
庁
4
M
1
案
の
移
劫
閣
維
に
合
主
れ
る
時
間
要
素
に
烈
い
マ
如

J
 

A
一
同
哨
閣
が
市
川
る
9

一

何
な
る
修
E
b
y
-
m町
「
る
が
、

今
か
〈
の
如
き
興
件
縫
動
後
次
に
来
る
と
さ
れ
る
均
衡
を
、
そ
れ
が
上
記
の
意
味
に
於
け
る
動
態
に
あ
る
こ
と
に
留
意
し

τ、
動

接
的
均
衡
と
呼
ぶ
た
ら
ば
、
静
山
学
的
均
衡
と
此
の
動
率
的
均
衡
と
を
同
一
一
同
し
.
此
の
同
一
性
の
故
に
静
率
的
均
衡
理
論
は
動
忠
商
現

賓
の
考
察
の
出
禁
結
を
な
す
と
就
く
の
が
、
偉
統
的
立
場
で
あ
っ
て
、
仙
忙
来
殆
ど
何
人
も
乙
れ
を
疑
は
一
な
か
っ
た
。
然
し
乍
ら
静
事

的
均
衡
は
果
し
て
動
型
的
均
衡
と
同
一
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
又
諸
事
的
理
論
は
現
資
分
析
の
出
事
担
割
と
し
て
充
分
で
あ
ら
う
か
。

ミ
ュ
ル
ダ
1
ル
は
、
そ
の
形
式
性
と
一
般
性
と
の
故
に
、
「
私
が
動
接
的
問
題
を
研
究
せ
ん
と
し
た
際
、
禁
生
的
に
も
論
理
的
に
も
、

出
費
貼
と
な
っ
た
の
は
カ
ツ
セ
ル
の
静
接
的
債
権
形
成
現
論
で
あ
っ
た
口
と
し
、
静
準
的
理
論
が
現
賞
へ
の
近
似
化
的
手
段
と
し
一
」

意
義
を
有
す
る
と
と
を
ご
勝
容
認
し
つ
a
h

も
.
然
も
「
理
論
の
現
貫
性
の
問
題
、
即
ち
前
提
は
現
賓
と
ど
と
ま
で
一
致
す
る
か
の
問

題
」
を
提
起
し
、
「
或
る
程
度
ま
で
受
動
要
素
を
債
格
形
成
理
論
の
中
に
織
り
込
む
と
と
、
印
ち
慣
絡
形
成
現
論
を
静
率
的
前
提
よ

ミ
ユ
ル
ダ

I
ル
の
経
済
援
勤
理
論

五
六

第
四
十
七
巻

第
四
強

一一一

Myrdo.l: Der Gleichgewich百e' NIchtsbeg口 H aJs In包trtlHl.entder百d<ltlcorcti品chcn
Analy~e， Beitrage zur GeJdtheorie.は内特に於て殆んど全〈これに同己ぃ。
Myrrlal; Pri:sbiUlningsprubiemet och l'orilnder1igheten， p. 6. Cf. Ca:;:;el: The.ory 
of Social Economy， Vo1. 1， p・1.53.従って償格決定要素は境勤しでも債格自
明に要望動のない l均斉的に進行ずる高!ff.消寸は静意に層する。
.M':yrdal: ibid. p・9・cr.Clark : DI':iLl':ibutlon of Wealth， 1899， chap. VI. 2) 



ミ
品
ル
ダ

I
ル
の
経
済
醐
出
勤
理
論

第
四
十
七
巻

四

五
六
回

第
四
競

り
解
放
す
る
こ
日
、
」
を
以
て
自
ら
の
課
題
と
す
る
。
然
ら
ば
ミ
ュ
ル
ダ

I
ル
は
如
何
た
る
方
面
に
於
て
静
撃
的
理
論
を
是
訟
し
、

何
な
る
方
面
に
於
て
こ
れ
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
か
。

ミ
ュ
ル
ダ

1

ル
が
、

ジ
ェ
ヴ
オ
ン
ス
‘

ワ
ル
ラ
ス
の
名
と
結
び
つ
い
た
近
代
経
済
理
論
(
限
界
放
川
串
訟
)

の
歴
史
的
支

メ
ン
ガ
ア
、

績
と
し
て
何
を
理
解
し
て
ゐ
る
か
に
闘
し
て
は
、

こ

L
で
は
た

r
次
の
要
約
的
紋
述
を
引
用
す
る
に
止
め
よ
ろ
む

「
他
の
方
法
は

(
E
統
製
扱
と
比
較
し
E
限
界
放
町
事
裁
の
方
法
は
」
償
給
形
成
問
題
を
間
有
の
意
味
で
の
形
式
的
問
題
と
加
附
す
る
こ
止
で
あ
る
。

人島
々

は
生
産
起
案
内
内
布
に
繍
し
て
も
倣
慢
の
崎
川
知
に
凋
し
て
も
、
社
舎
の
技
術
土
及
び
組
織
上
の
Mm
況
に
閲
し
て
も
、
如
何
な
る
現
質
的
前
提
世
も
設
け

な
い
o
意
識
的
に
人
々
は
最
小
の
前
提
を
以
て
庭
盟
し
よ
う
司
と
す
る
よ
前
提
は
一
般
的
に
な
さ
れ
る

l
i
一
方
に
於
て
綿
々
の
生
産
要
素
を
庭
分
す
る

と
共
に
他
方
に
於
て
程
々
の
欲
望
を
有
す
る
材
料
桝
主
挫
の
存
席
。
生
産
要
素
数
量
は
何
ら
か
の
仕
方
に
於
て
そ
の
般
量
が
制
限
さ
れ
て
居

P
、
欲
望
に

比
し
て
稀
小
で
あ
る
。
倫
こ
の
上
に
技
術
的
知
識
の
一
定
の
水
準
が
仮
定
さ
れ
る
。
』
シ
ス
テ
ム
内
部
に
均
衡
を
も
た
ら
す
傾
格
は
そ
の
稀
小
性
に
よ
っ

て
成
立
す
る
。
ー
ー
ー
か
か
る
Z

レ
メ
ン
タ
リ

I
な
償
特
設
明
の
利
盆
は
、
そ
の
前
提
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
紹
針
に
正
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
K
は
若
し
さ
う
で
な
け
れ
ば
(
正
統
製
紙
に
於
げ
る
如
き
生
産
要
素
の
)
近
似
化
的
分
類
の
散
に
生
ず
る
で
あ
、
b
う
と
乙
ろ
の
恋
意
牲
が
少
し
も
附

着
し
て
ゐ
な
い
。
更
に
そ
れ
は
一
般
に
簡
単
に
構
成
せ
ら
れ
る
o

か
く
て
経
済
撃
の
根
本
原
理
は
能
ふ
限
り
完
全
な
る
普
遍
安
常
性
を
以
て
奥
へ
ら
れ

る
か
、
b
、
こ
れ
に
続
い
て
具
標
的
構
想
に
接
近
す
る
こ
と
は
赦
め
て
終
易
で
あ
る
o」

「
(
カ
ツ
セ
ル
の
債
格
理
論
に
る
つ
て
は
)
凡
て
の
償
格
現
象
は
唯
一
の
範
鴎
(
交
換
比
)
に
属
し
、
統
一
的
仕
方
に
於
て
そ
れ
、
b
は
凡
て
唯
一
の
経
済
的

属
性
|
|
購
買
力
を
伴
へ
る
欲
望
に
比
し
て
の
締
小
性
|
|
に
依
存
し
て
ゐ
る
。

此
の
形
式
的
に
し
て
且
統
一
的
な
る
性
格
こ
そ
、
カ
ツ
セ
ル
の
静
岡
牢
的
債
椅
形
成
理
論
の
長
所
を
な
す
。
恐
ら

f
は
彼
の
根
本
原
理
す
ら
も
或
る
黙

に
於
て
は
、
よ
り
強
く
貫
徹
さ
る
べ
か
り
し
も
の
で
あ
、
?
っ
。
|
|
何
よ
り
も
資
本
及
び
貨
物
資
本
に
闘
す
る
紋
症
に
つ
い
て
然
、
つ
で
あ
る
。
統
一
的

費
用
原
則
は
統
一
的
資
本
概
怠
(
有
形
的
傾
値
及
び
無
形
的
慣
値
の
雨
者
走
、

生
産
財
及
び
消
費
財
の
何
れ
を
も
、
土
地
及
び
中
間
生
産
物
の
何
れ
を

も
A
百
む
、
と
こ
ろ
の
そ
れ
)

に
ま
で
導
〈
べ
か

p
し
も
の
で
あ
っ
た
。
者
々
は
か
く
の
如
〈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
二
例
又
は
三
個
の
第
一
次
的
債
格
決 主日

p
四
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m
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定
要
素
群
(
技
術
防
知
識
と
主
期
的
評
債
)
に
将
来
現
知
圭
包
括
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
極
品
て
筒
草
に
債
格
形
成
過
程
の
中
に
時
間
要
素
を
織
込
み

得
る
。
」

さ
て

ミ
エ
ル
ダ
1
ル
が
上
記
の
如
く
に
し
て
近
代
経
済
理
論
の
継
承
を
主
張
す
る
と
き
、

突
の
二
黙
に
闘
し

吾
々
は
恐
ら
く
、

て
、
即
ち
、

(I) 

均
衡
概
念
は
、
パ
レ
ト
及
び
多
〈
の
皐
者
に
従
へ
ば
、
最
早
そ
れ
以
上
の
費
動
が
不
可
能
な
る
扶
惑
を
意
味
す
る
が
、
動
閥
単
的
要
素
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
か
か
る
均
衡
概
念
は
最
早
使
用
し
得
ぬ
も
の
と
な
る
G

ミ
ユ
ル
ダ

1
ル
の
理
論
の
構
遣
は
、
動
準
化
に
耐
へ
得
る
均
衡
概
念
を
要
求

す
る
筈
で
あ
る
が
、
か
か
る
均
衡
概
念
は
従
来
の
静
準
的
理
論
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?

l.?} 

資
本
自
の
浬
諭
及
び
白
惇
の
理
論
は
近
代
切
開
決
珂
諭
内
部
に
於
て
も
必
ず
し
も
町
市
中
訟
の
先
ん
r
な
る
一
一
放
を
見
出
し
た
と
は
精
し
難
い
の
で
あ
る
が

ミ
ェ
ル
ダ

l
L
t
加
可

t
z
L
4
若
を
陣
取
し
、

J
I
J
t

一
j

申

;

資
本
及
び
符
併
を
如
何
な
る
仕
方
に
於
で
鹿
出
せ
ん
と
す
る
か
?

の
二
問
題
に
針
し
て
向
疑
慎
が
残
る
の
を
成
山
中
る
。

と
の
黙
に
つ
い

τの
彼
の
見
解
は
次
の
如
〈
峠
叫
べ
る
こ
と
が
出
来
る
。

の
問
題
に
闘
し
て
の
さ
ユ
ル
ダ

I
ん
の
立
場
は
明
確
を
訣
「
が
、
先
づ
瞭
か
た
の
は
、
彼
が
均
衡
概
念
を
以
て
現
貨
の
費
到
傾
向
を
興
へ
る
手

段
と
し
で
一
規
定
す
る
こ
と
で
あ
ム
。

(I) 

A
こ
ろ
で
静
皐
的
一
般
均
衡
も
亦
か
か
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
筈
で
あ
り
、
被
も
亦
「
現
貨
の
諸
債
絡
は
、
自
然

的
債
格
形
成
自
慣
が
説
明
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
数
果
的
に
研
究
し
何
な
い
。
殆
ん
y
c
凡
で
の
経
済
理
論
の

V

ス
テ
ム
に
於
て
静
型
的
償
給
形
成
が

第
一
次
的
問
題
で
あ
る
こ
と
の
論
理
的
押
一
向
は
こ
こ
に
存
す
る
。
静
事
的
前
提
の
蹄
紡
は
、
現
貸
諸
債
格
が
自
然
的
に
し
て

H
時

ω
結
過
を
遇
ピ
て
不

獲
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
で
あ
る
。
現
賃
債
格
群
と
自
然
倒
惰
群
と
の
関
係
は
か
〈
て
外
部
に
落
ち
、
人
々
は
経
済
的
均
衡
を
そ
れ
白
憐
と
し
て
、

U
V

ス

テ
ム
内
部
の
種
々
の
数
量
聞
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
相
互
作
用
的
な
る
依
存
関
係
と
し
で
研
究
し
得
る
に
到
っ
た
。
」
と
一
耳
ふ
。
と
こ
ろ
で
彼
は
か
〈
の
'

如
〈
均
衡
概
念
を
手
段
と
し
て
意
義
づ
け
る
結
果
、
静
皐
的
均
衡
の
本
質
的
特
徴
を
所
謂
「
相
封
的
静
止
」
に
求
め
る
。
卸
ち
、
彼
は
一
再
-to

「
静
態
に

於
て
も
(
例
へ
ば
商
品
の
消
費
に
向
ふ
運
動
、
或
は
均
斉
的
に
進
行
す
る
経
済
に
於
け
る
奥
件
の
費
動
の
如
〈
)
努
動
が
な
い
課
で
は
な
い
。
股
惑
に
於

ミ
ユ
ル
ダ

I
ル
の
経
済
建
勤
理
論

第
四
十
七
巻

五
六
五

第
四
披

五

詳細は Myrdal~ .Da:; politische Elernen t iロdernationalokonomischen Dokt. 
orinbildung， Beγlin， 19.12， be.s. SS. 13o- J[ 3I. 参照。 l:lri~bildnini [l gs prob1emet 
och Focander1igh.::ten， Chap. IL及 Appendi.x IlI.に於ける論旨は該書D展
開に同じい。
Myrdal: ibid. p・倫括弧内の均衡理論の前提のi詮明にfz-って
Ca5~el: Theory， p. 64.の参照を求めて ωる。
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10) 



=
ユ
ル
グ

I
t
p
の
経
済
境
勤
理
論

第
四
十
七
巻

占/、

五
六
六

第
四
披

マ
ア
シ
ヤ
ル
が
適
切
に
表
現
し
た
如

f
相
封
的
静
止
(
弓
F
Z
m
E
L
)
|
|夫
故
に
諸
債
格
は
不
揮
で
あ
る
ー
ー
に
他
な
ら
な

ー、14.11j

J る
か静
(態
て的
均特
衡徴
は 十土、、
経
済
諸
カ
の

釣
合
へ
る
』走

態
と
し
て

マ
ア
シ
ヤ
ル
自
身
が
一
疋
っ
て
ゐ
る
様
に
、
カ
撃
的
(
々
ロ

P
E
E
-
)
に
把
握
さ
れ
、
動
接

的
現
貨
に
向
っ
て
、
謂
は
ぱ
連
続
的
に
、
何
ら
か
の
飛
躍
的
措
虫
夏
tr
受
け
る
こ
と
な
〈
し
て
、
適
用
さ
引
い
得
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
札
て
ゐ
る
の
で
あ

列
。
ミ
ヨ
ル
ダ

1
ル
は
後
に
詳
論
す
る
如
〈
、
か
か
る
視
貼
よ
り
一
般
的
均
衡
理
論
に
批
判
門
的
修
正
を
加
へ
る
白
で
あ
る
が
、
食
質
上
部
分
均
衡
論
的

方
針
に
治
ふ
占
こ
九
一
の
彼
の
動
事
的
均
衡
の
分
明
も
ゆ
、

阿
一
期
射
に
問
づ
る
も
の
で
あ
あ
。

叩
ち
均
衡
枇
態
に
於
て
釣
合
ム
ベ
告
力
が
個
々
の
向
日
川

「
又
は
向
品
群
ザ
内
需
給
。
二
力
に
限
且
に
さ
引
い
る
相
場
合
、
均
怖
は
帥
出
動
向
向
の
校
凡
子
山
川
」
し
て
い
側
め
一

t
拶
恥
附
で

ε芯
が
、
ミ
品
ル
ダ

1
ル
が
供
用
し

た
勤
準
的
均
衡
の
概
念
は
、
貸
質
に
於
て
、
斯
〈
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
賃
際
号
、
ユ
ル

r
1
ん
が
勤
皐
的
情
格
理
論
の
方
法
を
諭
ピ

て
「
理
論
的
に
重
要
な
の
は
、

一
般
に
如
何
な
る
債
格
も
亙
常
備
仲
間
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
る

2
u
-
n
H
-
v
-
v
h
H
2
r
z
u
u
[釦
E
n
p
-

司ユ
E
E問

ル
』
無
関
係
な
こ
と

で
あ
る
。
然
し
乍
、
b
事
態
が
明
か
に
な
っ
た
後
に
は
、
か
恥
る
債
格
を
債
格
形
成
瞬
間
に
於
で
所
奥
の
も
の
と
解
す
る
O

」
と
一
疋
つ
で
ゐ
る
の
は
、
恐
、
b

〈
此
の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
し
、
彼
の
所
謂
「
勤
接
的
債
格
平
衡
一

(
Z
M
m
ι

百
Z
L
n
唱

2
B
I
E
r
5
8
)
或
は
「
貨
幣
論
的
均
衡
」
の
内
存
も
亦
か
か

る
解
租
仲
を
裏
書
き
す
る
で
あ
、
U
う
。
然
し
乍
ら
か
〈
の
如
〈
、
個
々
の
商
品
の
み
に
つ
い
て
考
へ
ら
れ
た
釣
合
は
果
し
て
民
に
相
針
的
静
止
の
名
に
値

す
る

T
あ
ら
う
か
。
誇
商
品
の
債
務
の
間
に
複
雑

H
宥
接
な
る
相
互
依
存
関
係
が
存
殺
す
る
こ
と
、
而
し
て
此
の
閥
係
に
よ
っ
て
平
衡
の
牧
置
が
左
右

さ
れ
る
と
と
、
.
此
の
事
貨
は
否
定
し
難
い
の
で
あ

P
、
此
の
事
貨
を
認
め
る
限
目
、
部
分
均
衡
論
的
方
針
で
な
〈
一
般
均
衡
論
的
規
駄
が
動
皐
的
分
析

に
も
必
要
と
な
る
。
然
し
乍

ι、
ミ
Z

ル
ダ
!
"
作
は
一
般
均
衡
齢
的
方
針
を
斥
け
る
理
由
を
明
恥
に
す
る
こ
と
な
〈
し
て
、
品
引
も
賛
質
的
に
部
分
均
衡

論
的
方
針
を
取
る
の
で
あ
る
か
ら
、
膏
・
々
は
こ
こ
で
一
謄
刑
判
一
跡
を
停
止
す
る
'
他
は
な
い
。

(2) 

の
問
題
に
つ
い
て
は
解
答
は
級
品
て
明
瞭
で
あ
る
。
先
づ
資
本
及
び
利
子
の
問
題
に
ワ
い
て
は
、
臨
時
辿
の
如
〈
、
ヵ
ツ
セ
ル
を
斥
け
、
寧
ろ
フ

イ
ツ

U

ヤ
I
に
従
ふ
。
フ
イ
ザ
シ
ヤ

1
的
責
本
概
念
が
彼
(
及
び
η
ノ
ン
ダ

1
ル
)
の
行
論
に
謝
し
て
決
定
的
重
要
性
を
有
ナ
る
こ
と
は
、
後
に
詳
論
さ
れ

る
。
次
に
静
惑
に
於
け
る
貨
幣
の
取
扱
ひ
は
カ
ツ
セ
ル
の
そ
れ
が
模
範
と
さ
れ
る
。
即
ち
彼
は
記
し
て
ゐ
る
o

一
方
ツ
セ
ル
は
償
値
の
代
り
に
偵
柊
を

交
換
理
論
の
中
心
に
置
い
た
。
然
し
乍
、
b
貨
幣
理
論
は
充
金
に
交
換
理
論
白
内
に
検
込
み
得
な
い
か
ら
、
債
格
は
乗
数
因
子

(
E
E
Z句】』
E
=
4
E
O
?の再。同)

Myadal: ibid. pp・39-4"・か〈て Myrdalにとワては所得も費用も資本も範
曙的には凡て償椅に麗し利i闇又は損失の品がとれと異乙、此め利i閣の範曙的
特質 については第2節を見よ。
ll!E主E参照。倫、 Das politi~che Element， s. S4・
389 参照 '3) Myrdal: ibid. p・7・
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av 

を
除
い
て
決
定
さ
れ
る
。
蕊
に
快
げ
て
ゐ
る
方
程
式
を
奥
へ
る
こ
と
が
貨
幣
理
論
の
課
題
で
あ
わ
」
更
に
こ
れ
と
平
行
し
て
動
準
的
貨
幣
理
論
も
亦
動

事
的
債
格
理
論
を
基
礎
と
す
る
と
主
張
す
る
。
一
何
人
も
静
岡
情
的
貨
幣
理
論
を
構
成
す
る
に
首
つ
て
は
静
準
的
交
換
理
論
を
基
礎
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

動
率
的
貨
幣
理
論
も
亦
一
般
的
動
事
的
債
格
形
成
理
論
に
謝
し
で
全
〈
同
様
の
依
存
関
係
に
立
つ
T
r
L

以
上
で
明
か
に
し
た
の
は
、
諦
率
的
理
論
の
肯
定
商
で
あ
っ
た
。
突
に
そ
の
否
定
商
を
論
、
千
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
理
論
の
現

質
化
の
震
に
そ
の
現
貫
性
が
問
は
れ
る
静
率
的
前
提
と
は
何
か
。
同
「
凡
で
の
第
一
夫
的
債
格
決
定
要
素
が
完
全
に
一
定
で
あ
る
と

と
」
を
仮
定
す
る
静
態
的
近
似
化
け

(
E
E
E
q
名
古

2
5
E
M
E
)、
伺
「
凡
て
の
生
産
手
段
の
移
動
及
び
分
割

ω徹
底
的
た
る
自
由
、

の
相
公
Z
L
(
却さ

E
Z
E
E
-円

E
Z
Eロ)、

邸
ち
完
全
に
原
子
論
的
左
る
欣
態
」

と
れ
で
あ
っ
て
、
是
等
の
間
限
定
沈
静
準
的
均
衡
の
構
怨
を
現

貨
の
賀
補
形
成
と
一
致
せ
し
め
ん
が
潟
の
.
却
ち

h

一
-
媛
勤
し
つ
L

も
常
に
支
配
す
る
と
こ
ろ
の
均
衡
債
格
形
成
の
下
に
議
論
を
進

め
ん
が
絡
の
」
も
の
に
他
抵
ら
や
、
市
し
て
互
に
↑
代
格
的
」
(
p
r
o
s
p
t
4
0
)
地
位
を
土
引
す
る
と
さ
れ
る
》
然
し
乍
ら
、
第
一
の
偲
定
は
、

現
貨
で
は
将
来
の
愛
動
に
針
す
る
後
想
が
債
絡
決
定
要
素
の
一
つ
と
し
て
作
用
し
で
ゐ
る
に
拘
は
ら
や
、
そ
れ
を
無
視
す
る
結
か
ら

非
現
質
的
と
さ
れ
、
第
二
の
仮
定
は
、
生
産
手
段
の
移
動
困
難
を
克
服
す
る
に
必
要
友
費
用
は
、
現
質
的
・
な
る
債
格
構
成
要
素
に
し

て
、
そ
れ
を
均
衡
現
地
一
酬
に
と
り
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
な
い
に
も
拘
は
ら
や
、

定
と
さ
れ
る
。
就
中
彼
が
軍
要
硯
す
る
の
は
、
前
の
黙
で
あ
る
つ

こ
れ
を
無
崩
ず
る
黙
で
不
必
要
に
非
現
資
的
な
る
恨

先
づ
第
一
の
静
態
的
近
似
化
の
批
判
か
ら
明
か
に
し
て
行
か
う
。
持
象
的
均
衡
は
、

凡
て
の
輿
件
が
一
定
せ
る
揚
合
に
於
で
経
済

主
醐
閣
の
輿
件
へ
の
遡
臆
の
結
果
と
し
て
成
立
す
る
。
此
際
各
主
植
は
、
時
前
来
輿
件
が
鎚
動
ず
る
か
も
知
れ
ね
と
い
ふ
事
情
K
針
し
て

全
然
考
慮
せ
ね
こ
と
が
前
提
さ
れ
、
従
っ
て
輿
件
の
鐙
動
は
全
く
不
測
に
褒
作
し
、

こ
れ
に
謝
し
て
粧
品
阿
主
膿
が
遁
癒
す
る
と
と
に

Z
A
ル
ダ

1
t
p
白
経
済
襲
勤
理
論

第
四
十
七
巻

主
六
七

第
四
競

七

and. Biological Analogies in Economic!'i， 'j1:emorials ()f A. Man;hall， p. 312. 
のよ〈引用される言葉を引用して“問Iativeresl:"を設明してゐる。
cιPreface to Principles of Economics~ 5th erl.ition. 
1百yrdal: ibid. P・39.Myrdal: Gleicbgewlcht::;begrif:f， S. 372・
Myrdal: ibid. p. 176. 
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ミ
ユ
ル

r
I
ル
の
経
済
襲
勤
理
論

第
四
十
七
巻

第
四
披

^ 

五
六
八

友
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
静
向
学
的
理
論
は
、

典
件
の
時
出
動
可
能
性
に
針
し
て
如
何
友
る
準
備
的
配
慮
を
も
有
せ
ぎ
る
経
済
主
鰐
牢
前
提

し
て
債
格
形
成
を
説
明
ぜ
ん
と
す
る
も
の
?
あ
る
。
然
乍
か
L

る
債
格
形
成
現
論
は
果
し
て
現
賓
の
動
的
過
程
に
迎
用
し
得
る
か
。

興
件
愛
動
に
扮
し
て
何
の
準
備
的
配
慮
も
た
さ
ピ
る
「
人
間
」
が
現
賓
に
存
在
し
得
る
か
。
殺
は
円
ふ
。

一
勤
態
的
mm
態
に
於
け
る

E
常
的
債
格
形
成
宮

5
5己
目
玉

E
E
m
5
z
=コ
戸
企

E
E
P
M
]
五
号
)
は
、
今
後
如
何
な
る
倒
祐
輔
館
勤
も
起
ら
ね
「
d
a町
民

に
珠
相
川
主
れ
る
と
き
、
仙
の
事
情
に

1
て
一
様
な
ら
ば
、

J

い
」
前
提
の
下
に
成
立
す
べ
き
伺
時
形
成
、
卸
ち

E-czz
官
三
戸
F
Z
P
E
A
-
V
2
2
】
}
問
主
は

W(
品
。
何
故
恥
な
れ
げ
、
将
来
に
於
け
る
掛
到
の
可
能
性
・
渋
川
出
制
μ
・乃
H
i
一
口
献
間
性
す
ら

l一
Mm
怖
、
子
山
伏
の
芯
体
行
総
に
影
州
郁
子
。
か
ら
で
吃
る
む
可
能

性
又
は
確
質
性
と
し
て
珠
恕
さ
れ
た
る
鑓
勤
可
能
性
は
第
一
次
的
傾
絡
決
定
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
二
債
格
形
成
は
人
聞
の
心
の
う
ち
で
行
は
れ
Z
。

従
っ
て
多
か
れ
少
か
れ
叢
然
的
な
る
も
の
と
し
て
の
将
来
の
費
動
の
表
象
、
並
び
に
か
か
る
費
動
の
不
確
定
性
白
評
備
は
現
在
の
債
格
形
成
に
影
響
を

及
ず
に
到
る
。
こ
の
も
の
を
均
衡
慣
格
形
成
に
織
入
れ
る
こ
と
は
動
撃
的
正
常
債
格
(
門

-
M
O
L
E
E
E
E
=〕
『
ヨ
ミ
冒
己
三
百
内
)
の
自

Z
E
'暗
号
p
t
m
r
民
民
自
己

川
一

回

ν
2
8
か
ら
の
よ
璃
離
と
し
て
現
れ
る
o
-

此
の
意
味
に
於
て
、
現
賓
の
市
場
に
於
け
る
均
衡
欣
態
の
成
立
を
、
荒
海
が
山
風
の
鎮
ま
っ
た
後
時
の
経
過
に
仲
ひ
自
ら
平
静
を
俊

す
る
過
程
に
・
な
ぞ
ら
へ
る
ク
ラ

1
ク
の
警
喰
は
、
機
減
論
的
類
推
と
し
て
斥
け
ら
れ
ね
ば
左
ら
ね
。
人
聞
の
世
界
は
、
時
間
想
を
通
じ

二
者
夫
々
取
扱
ひ
を
異
に
せ
ね
ば
た
ら
訟
。
謂

は
Y
人
間
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
「
嵐
が
諌
想
さ
れ
る
時
、
山
風
は
水
面
に
針
し
て
影
響
す
る
と
と
ろ
な
い
」
の
で
あ
る
。

て
将
来
が
現
在
に
向
っ
て
作
用
す
る
貼
に
於
て
、
自
然
の
世
界
と
根
本
的
に
異
り
、

以
上
で
は
債
格
決
定
要
素
と
し
て
の
議
想
の
度
外
視
が
静
態
的
近
似
化
の
非
現
貫
性
の
根
協
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。
然
ら
ば
理
想

を
債
絡
決
定
必
素
と
し
て
認
む
る
と
き
、
鑓
勤
理
論
の
構
造
は
如
何
な
る
も
の
と
友
る
か
。
仮
に
、

一
定
の
鍵
動
が
あ
る
に
し
て
も

そ
れ
に
針
す
る
晴
朗
想
に
は
ま
と
と
に
多
種
多
様
の
も
の
が
あ
り
、
訓
位
。
て
滋
に
親
知
を
原
理
的
に
献
立
す
る
必
要
を
生
や
る
。

此他に彼は第三の交替的傾定として，.凡ての費動が深め完全なる械貫性寺:以
て諌想きれるこ正寸を場げでゐる。 (ibici.p. '3・)然しとればワルラスのし稜管
的模索寸又は ζ ツヂワースの Jヰ契約寸に闘するものでなぐ、 Knight の 所ι市
“Chang:e ~nd Pro耳re>;!:>with Uncertainty ab日 nt" をえ苦叫，-tるG

Myrdal， ibid. p.. 7 、 22) Myroal: ibid. p. 8. 
批判の矢は誰よりも J.B. Clarkに向けられ、論嫁口市tよりも Knight: Ri5k， 
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ル
ダ

l
ル
は
、
先
縦
ナ
イ
ト
に
減
り
つ
弘
、

こ
も
込
に
二
つ
の
極
端
の
場
合
を
考
へ
、
夫
#
の
場
合
に
つ
い
て
溌
動
の
影
響
を
分
析
す

る。
第
一
の
場
合
は
、
ナ
イ
ト
が

R
R
Q
E
E悶
f
E
L
司

3
n
E
u

ヨ-
F
【

E
E
Z
E
=々
己
》
noz--
の
個
問
題
下
で
論
ピ
た
も
の
に
相
常
す
る
。
日
〈
。
「
今
第

一
次
的
債
格
決
定
要
素
の
あ
り
と
凡
ゆ
る
費
動
が
、
範
聞
に
関
し
て
も
時
駐
に
闘
し
で
も
、
完
全
な
る
確
貫
性
を
以
て
経
済
の
組
問
構
成
員
に
よ
っ
て
預

見
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
確
か
に
質
物
安
本
の
毛
t
z
d
p
ご
Z
P
2
7
A
S
E
E
-
=コ
は
此
の
矧
待
に
土
ワ
て
影
響
を
被
り
、
費
動
が
近
づ
〈
に
つ
れ

利
子
瑞
下
等
な
ら
ざ
る
限
り
、

之
に
反
し
て
此
の
費
動
は
費
用
と
所
得
と
の
聞
の
均
衡

(
Z
E
E
-
ζ
E
E

相
封
筒
格
も
亦
或
る
費
動
を
被
る
で
あ
ら
う
。

F
2
1
2
2
3
u円
P
コュ

5
3
5。
)
を
勤
格
せ
し
め
な
い
。
投
費
の
前
に
行
は
れ
る
計
算
(
円
己
主
主
問
。
コ
向
。
Z

Z
『

i
o
P
0
5
2
5

び
そ
の
影
響
は
九
て
割
引
せ
ら
れ
、
計
叶
ゅ
に
織
込
空
れ
る
。
夫
放
に
計
算
は
見
込
所
得
と
見
込
費
用
と
の
間
の
完
ん
し
た
る
一
致
を
一
市
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
見
に
何
等
の
不
刈
山
第
到
も
中
一
ピ
な
い
か
ら
、
如
何
た
る
利
潤
も
掛
央
も
企
業
活
動
の
進
行
途
上
に
起
る
筈
は
な
〈
、
結
旧
市
の
後
か
ら
の
封
照

r ヘ
iガ

'f; 

以
内
刻
さ
れ
売
る
所
停
止
ひ
殺
用
の
問
の
完
全
な
る
一
致
(
円
2
4
L
m
H
m
2
2
C
M
L
z
o
o
-
h
z
o
g
自
己

M
N
Z
5
2
E。

話

"コ門】吋ゆと

r
E
2
5
を
示
す
筈
で
あ
る
。
」

H
m
H
山
〉
川
町
一

E
U
R
P円
M
U
3

ロ

『
引

iJC

一T
J

ー

、

第
二
の
場
合
は
、
思
ひ
も
品
け
ぬ
援
勤
が
起
司
て
経
済
主
偵
を
不
意
訂
す
る
場
合
で
あ
る
。
即
ち
、
簡
捕
問
主
観
は
、
現
在
支
配
し
つ
つ
あ
る
伺
格
形

成
扶
況
は
将
来
向
支
配
し
続
け
る
と
信

C
で
疑
は
ぬ
に
拘
は
ら
ず
、
興
件
の
、
従
っ
て
債
格
の
費
動
が
起
呂
場
合
で
あ
る
。
此
の
結
果
、
先
づ
侭
想
的

ア
レ
ツ
ツ
リ
ツ
ピ

均
衡
欣
態
白
韓
が
唐
突
に
費
似
し
、
精
後
札
て
現
貸
債
格
の
新
し
い
均
衡
水
準
に
向
ふ
運
動
が
起
る
が
、
比
際
重
姿
な
の
は
利
潤
が
殺
生
ず
る
と

と
こ
れ
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
蕊
に
或
る
企
業
を
考
へ
、
此
の
特
定
企
業
に
閥
し
て
技
術
的
知
識
、
利
子
歩
合
、
需
要
方
向
等
々
は
不
揮
に
し
て
、
た
だ

設
備
費
用
(
建
設
費
用
)

に
加
は
る
生
産
手
段
の
債
格
の
み
が
、
そ
の
需
給
関
係
の
何
ら
か
の
事
情
鐸
勤
に
よ
っ
て
、
上
昇
し
た
，
と
す
る
。
此
の
上
に

内
問
該
企
業
の
周
闘
に
於
で
は
瞬
間
的
に
食
現
さ
れ
た
る
均
衡
欣
態
が
支
配
す
る
と
す
れ
ば
、
均
衡
扶
態
に
於
て
は
企
業
の
資
本
償
債
は
そ
の
再
生
産
費

(
全
然
同
一
な
る
企
業
を
建
設
す
る
に
必
要
な
る
費
用
」
に
等
し
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
此
の
債
格
騰
貴
は
正
に
そ
の
騰
貴
に
照
熔
ナ
る
だ
け
の
利
潤
を
生

ず
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
、
再
生
産
費
利
潤
に
し
て
、
債
格
下
落
は
同
一
理
由
よ
り
再
生
産
費
損
失
を
臭
へ
る
。
此
の
場
合
一
青
々
は
企
業
は
新
し
い
債
絡

ξ

ユ
ル
ダ
1
ル
の
経
済
費
勤
理
論

第
四
十
七
巻

豆
六
九

第
四
斑

え」

Uncertainty， and Pmfit. 1921 泊ミら星計;f~Lてゐる o
F. H. Knight: ibirl. Chapter V， Ch札pterII. Cf. Hicks: 
tainty ancl Profil:， EcononIca， ]929， p. 170. 
Myrdal: ibio.. p.. 67. 9. I9. i~'，1'以上山引用忙煩いで L確貨に預測されたる費
勤は利潤を生せ'，rとい」、事情は Kni~~:ht によって極めて鏡(指摘された寸と
記されてゐる。向I比の思想は Schumpeterの“ ¥VachstumJJ の理論を精密に
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ュ
ル
グ
1
叫
ん
の
経
済
慶
勤
理
論

第
四
十
七
巻

五
七
O

第
四
競

O 

扶
況
に
闘
し
て
オ
プ
テ
イ
マ
凶
作
に
結
令
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
を
前
提
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
此
の
前
提
が
現
貨
に
於
て
多
か
れ
少
か
れ
破
ら
れ
る
と
と
、

従
っ
て
蕊
に
最
適
結
合
に
建
す
る
ま
で
の
間
訪
は
ば
不
組
合
損
失
(
『

E
旬

Z
E巴
E
ュE
与
を
生
ず
る
と
と
は
容
易
に
理
解
し
得
ょ
う
。
以
上
で
は
設
備

費
用
に
入
り
来
る
生
産
手
段
債
格
の
費
動
を
例
、
と
し
て
利
潤
の
成
立
を
説
明
し
た
が
、
同
様
の
と
と
は
他
の
場
合
(
生
産
物
需
要
の
慶
動
、
師
旺
替
費
用

に
闘
し
で
も
一
百
は
れ
る
。

に
入
り
来
品
生
産
手
段
債
格
及
び
利
子
歩
合
内
務
勤
、
技
術
の
費
動
)

以
よ
の
ニ
ワ
の
揚
合
は
珠
想
の
雨
放
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、

現
貨
の
斡
済
主
悌
の
抽
融
制
叫
ほ
此
の
耐
4
引
の
中
間
に
杭
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
印
ち

現
貨
の
務
勤
り
品
目
し
て
完
全
に
珠
恕
し
怒
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

決
し
て
絶
劉
的
に
稜
忠
さ
れ
ね
も
の
で
も
な
い
。
慨
令
特
殊
的
に
は
海
如
、
さ
れ

ぬ
棚
田
動
と
躍
も
、

一
般
的
な
る
危
険
と
し
て
、
何
れ
は
何
物
も
鶴
間
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
表
象
と
し
て
、
時
思
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
に
し
て
理
想
自
身
が
中
間
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
醐
型
動
が
慣
箱
形
成
に
及
す
影
響
も
亦
と
れ
に
腹
ピ
で
ニ
つ
の
構
成
要
素
に
分
っ
て

考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
的
費
動
は
、
そ
れ
が
珠
想
き
れ
る
程
度
に
謄
ピ
て
割
引
さ
れ
る
、
と
い
ふ
作
用
を
有
す
る
。
此
の
預
想
奇
遇
し
て
債
格
形
成
は
未

然
に
費
動
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
此
の
輪
開
想
に
影
響
さ
れ
た
る
傾
格
に
劃
し
て
生
産
手
段
の
移
動
が
起
る
が
、
そ
れ
は
費
動
に
劃
す
る
事
前
の
適
鹿
を

意
味
す
る
o
M
W
然
し
乍
ら
踊
躍
動
は
部
分
的
に
は
橡
恋
し
難
〈
、
而
し
て
そ
れ
が
不
測
で
あ
る
程
度
に
腔
じ
て
、

そ
れ
が
生
起
す
る
場
所
及
び
時
取
に
腔

ピ
て
先
づ
正
常
的
位
置
の
費
枕
を
、
次
に
現
賓
の
債
格
形
成
の
醐
出
動
を
伴
・
中
。
此
の
結
果
は
利
潤
の
愛
生
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此
の
同
の
費
動
の
作
用

は
直
接
的
で
あ
る
。
此
の
斡
に
於
て
間
接
的
に
毒
想
を
遇
し
て
、
然
も
費
動
は
未
だ
起
ら
ず
、
軍
に
危
険
表
象
に
止
る
時
黙
に
於
で
作
用
す
る
、
と
こ
ろ

の
前
の
結
果
と
殿
併
に
区
別
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
「
帰
来
の
愛
動
に
闘
す
る
時
間
想
は
他
の
債
格
決
定
保
件
に
伍
し
て
、
或
る
時
誌
に
於
け
る
経
桝
的
数
量
相

互
関
の
函
敢
闘
係
内
部
に
於
て
如
何
に
作
用
す
る
ご
と
い
ふ
問
題
(
リ
ン
ダ
1
ル
の
言
葉
を
か
れ
ば
、

j
w
E
E
E
E
=二
百
戸
内
『
F

一見合『
E

自

己

目

】

hzogω[25u
三百
3

5】
】

C2珂
円
一
品
目
》

-
E】

E
Z
}二
一
立
。
『
『

Z
E吉
明
『

P
2
0
5
P『命作戸一
u
c
z
z
n戸
三
日
♀
で
主

rw-zo「
「
ロ

E
Z
円一

E
z
m
g
ω
=
L
Z
E

叫
判

E
-
E
E
C
-
M
D
ご
z
r
口一

2
2ご
己
円
r
s
o
p
-
-
2
2
宮
-Zコ
臼
ミ
の
問
題
)
が
も
っ
意
味
を
明
抽
出
没
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
費
動
が
有
す

:risk (損失の見込)と宥倣す。
proce、¥:.; nnder some abstract 

したものと見得る。
損失l立負の利潤、 chance(利潤の見込)は負の
Cf. Mアroal; ibid. chap. V. The dynamical 
as!"ロロ1Ption“・
危険が望号本領債の計算に織込宮れzと在、 言青はぼ費百却が穣想を主主じて重量本停[
イ置に反映きれる E とについでは、第 2節参照。
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る
作
用
は
上
記
の
如
く
一
一
重
で
あ
る
か
ら
、

債
格
抽
変
動
理
論
の
問
題
も
こ
れ
に
庸
応
じ
て
二
重
と
友
る
。

の
問
題
は
「
或
る
債

第

特
形
成
欣
況
は
如
何
に
し
て
他
の
歌
況
に
鑓
形
し
て
行
く
か
」
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
は
.
事
後
的
影
響
(
同
r
m
s
-
E
5
E
g
n
o
m
-

『

Q
Z
E
E
D
E
E
D
。
ご

-zg問
E
E
E
=
三
百
宅
2
0
3
に
闘
し
、
愛
動
の
第
二
の
作
用
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
餐
動

は
暗
闇
想
を
通
じ
て
謂
は
ぽ
事
前
に
於
て
も

(
-
v
R
E
E
L
E
E
Z
)
作
用
す
る
か
ら
、
滋
に
愛
動
の
第
一

の
作
用
の
問
題
が
生
や
る
。

れ
上
記
の
問
題
で
あ
っ
て
、
間
見
動
迎
論
の
第
二
の
問
題
を
成
す
。

と
こ
ろ
で
ミ
ュ
ル
ダ
1
ル
に
よ
れ
ば
.
「
此
の
第
二
の
問
題
が
理
論

上
第
一
宍
的
で
あ
る
。
何
故
わ
な
れ
ば
、
愛
動
に
遭
遇
し
か
く
て
新
欣
況
に
焚
展
す
べ
き
債
格
形
成
敗
況
は
、
虹
叫
に
そ
の
形
成
要
閃

の
一
っ
と
し
て
強
想
を
含
む
如
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

換
一
一
一
目
す
れ
ば
第

の
問
題
の
研
究
は
第
二
の
問
題
が
解
決
済
み
で
あ

5
:
:
ン
』
百
て
ミ
」

3

0

L

〆、
f

〆

f

、，H
コ

コ

〉

白

ミ

〉

ゆ

イ

山

〉

司

』

『

J
F
〉

A
Z
J
4
4
2
沖
守

-
4
L
ミ

パ

タ

l
パ
カ
町
一
向
λ
9
F
L
V
じ，
t
「
岬
好
一
一
広
同
h
H

包
て
を

こ
こ
に
存
す
右
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
債
務
砂
一
助
開
諭
の
+
ナ
閣
と
す
る
所
以
は

さ
て
此
揚
合
留
意
す
べ
き
は
、

か
く
の
如
き
債
待
費
動
理
論
の
観
献
は
静
撃
的
均
衡
理
論
の
修
正
的
誘
展
を
意
味
す
る
、

と
理
解

さ
れ
た
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
即
ち
以
上
の
問
題
提
起
に
於
て
経
済
的
数
童
相

E
聞
の
、
同
一
時
期
に
於
け
る
相
互
依
存
関
係
と
い
ふ

侍
統
的
均
衡
理
論
の
基
本
観
賭
は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
。

っ
と
し
て

J

招
来
の
鐙
動
に
劃
す
る
議

た
介
、
債
格
決
定
要
素
の
一

怨
」
が
新
し
く
附
加
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
詳
言
す
れ
ば
「
静
接
的
説
明
は
理
論
的
に
極
め
て
翠
純
た
る
が
放
に
、

定
要
素
が
論
坦
的
困
難
左
し
に
取
入
れ
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
の
、
有
用
な
る
枠
を
形
成
す
ヲ
札
口

そ
の
中
に
新
決

の
で
る
る
が
、
今
や
此
の
新
決
定
要
素

と
し
て
強
想
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
ミ
ュ
ル
ダ
l
ル
は
、
或
は
「
賂
来
の
晴
朗
想
が
債
俗
決
定
要
因
の
一
つ
と
し
て
取

入
れ
ら
れ
た
債
絡
理
論
は
静
製
的
理
論
の
動
嬰
的
現
貫
に
向
つ
て
の
最
後

σ仕
上
げ
で
あ
る
」
と
誇
負
し
、
或
は
「
五
口
々
は

2zzs

s
a
ル
ダ

1
ル
の
経
済
愛
勤
理
論

五
七

第
四
銃

第
凶
十
七
巻

ー(ー

以上 Myrdal: ibid. pp. 19-21. 
Lindahl， Economic Journal， 19:2. 9~ p. 89 
以上 Myrdal:ibid. p. 21. 3") Myrdal: ibid. p. 6. 
Niyrdal: ib且d.P・21. 34) Myrdul: ibid. p・7・
以下 Myrdal: il?id. pp. II-17・ 36) Ohlin: ibid. pp. 54-55・
Leon Walras: Element.s， ed. def. p. ] 93 et seq.此の慰に闘しで Mar!:.'halの
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号
、
品
ル
ダ

l
t
F
の
艇
梼
襲
勤
理
論

第
四
十
七
巻

主王

七

第
凶
銃

一

回
出
ユ
ケ
ロ
ω!
己
主
門
己
主
門
戸
口
明
が
動
態
的
世
界
を
支
配
す
る
均
衡
欣
況
で
あ
る
て
と
を
否
定
し
た
け
れ

E
も、

そ
れ
だ
か
ら
と
云
っ
て

そ
の
方
法
、
邸
ち
均
衡
の
視
勤
ま
で
疑
は
ん
と
す
る
の
で
は
決
し
て
無
い
。

事
み
一
意
闘
す
る
と
と
九
は
、
思
想
問
式
を
完
全
友
ら
し

め
る
こ
と
、
向
引
績
い
て
演
繰
的
方
針
を
経
験
の
無
限
の
沃
野
に
向
つ
で
掃
入
す
る
こ
と
、
静
態
的
経
済
或
ひ
は
均
費
的
に
殻
展
す

る
経
済
を
超
え
て
、
現
賓
と
直
接
の
関
係
を
保
つ
ぺ
〈
、
第
三
の
近
似
と
し
て
、
不
比
例
的
に
設
展
す
る
粧
消
の
均
衡
債
絡
形
成
を

こ
れ
で
あ
る
o
」
と
綾
ぺ
る
。

補
成
す
る
と
と
、

五同
A
一
は
さ
き
に
ミ
コ
ル
グ
1
ル
に
於
け
る
惰
何
要
素
の
取
扱
ひ
に
偶
れ
た
が

中
引
に
此
の
取
一
左
詳
論
し
て
見
ょ
う
ご

て
五
口
々
は
彼
の
所
謂
動
皐
的
均
衡
の
概
念
内
容
を
一
居
明
瞭
左
ら
し
め
得
る
で
あ
ら
う
c

:
内
t
t
:

t
j
I
E
イ

静
岡
申
的
理
論
が
生
産
手
段
の
移
動
(
此
の
中
に
分
割
を
も
合
ま
し
品
る
)
の
完
全
な
る
自
由
を
仮
定
し
、
所
前
「
無
摩
擦
の
債
格
形
成
」
を
構
想
し
た
こ

止
に
う
い
て
は
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
然
し
乍
ら
か
か
る
構
想
は
明
か
に
非
現
質
的
で
あ
る
か
ら
、
蕊
に
此
の
俵
定
を
現
貴
的
な
る
も
の
に
接

近
せ
し
品
得
ぬ
か
、
と
い
ふ
問
題
を
生

γ
る
。
先
づ
第
一
に
「
生
産
手
段
。
移
動
が
問
題
と
な
る
場
合
、
移
動
悶
難
又
は
惰
性
(
圃

-MEz--巴
岡
山
可
)
と
呼
ば

れ
る
性
質
に
於
て
均
衡
観
駐
よ
り
経
済
晶
子
上
重
要
な
の
は
、
移
動
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
費
用
に
他
な
ら
な
い
。
」
が
、
和
〈
の
如
〈
生
産
手
段
の
移
動
が
債

梼
形
成
に
及
ナ
殺
呆
に
し
て
債
格
構
成
要
素
に
止
る
限
り
に
於
て
は
庭
理
は
特
易
で
あ
り
、
背
-
々
は
惰
性
を
有
す
る
生
産
手
段
を
合
む
均
衡
欣
態
を
想

定
し
得
る
。
詳
言
す
れ
ば
、

「
個
々
の
生
産
手
段
に
於
け
る
移
動
困
難
と
い
ふ
性
質
及
び
他
の
性
質
は
時
聞
の
経
過
を
週
ピ
て
不
慶
で
あ
り
、
そ
れ
、
b

は
債
格
形
成
均
衡
の
成
立
に
到
し
て
み
九
〈

=
E
Z
E
E
-
な
仕
方
に
於
て
作
用
す
る
。
終
済
的
摩
擦
は
、

一
般
市
場
を
同
一
生
産
手
段
に
つ
い
て
相
具

る
債
絡
を
有
す
る
一
一
群
の
部
分
市
場
に
分
裂
せ
し
め
る
の
み
で
あ
る
。
(
蒜
に
『
同
一
生
産
手
段
』
と
は
移
動
自
由
度
を
除
い
で
他
の
結
で
は
互
に
令
〈

同
一
な
る
生
産
手
段
を
云
ふ
。
)

か
〈
の
如
〈
生
産
手
段
の
移
動
の
困
難
は
、
そ
れ
が
債
格
(
又
は
費
用
)
と
し
て
虚
理
さ
れ
る
限
り
事
柄
は
簡
単
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
然

L
此
の
移
動

は
時
聞
を
要
し
、
か
〈
て
時
間
要
素
を
経
済
理
論
に
導
入
せ
し
め
る
時
は
、
問
題
低
高
度
に
複
雑
と
な
る
。

Z

ユ
ル
ダ
l
ル
は
、

一
一
在
勤
観
的
均
衡
の

理論構成は Walrasξ 9i!iiI。而してr好調長期正常備桁は、報想、に本ーいて行動ナ
る粧涛主樺を前提する慰では、 Myrdalの勤接的均衡債栴正一致する。此の意
味で正常備格概念から、 L代表的¥平均的「等等の非現質的要素を除去'1Jし、こ
れを合理化すことが Myrdalの仕事であったとも公へる"Cf. Myrdal: iiJid 
pp. 25-27・
]<~. H. Knight: Rislζ， Uncertaf:nty， and Pro五t，1921， Pad 1I1. Myrdal の努2) 



構
成
に
営
っ
て
、
此
の
時
間
要
素
を
捨
象
す
る
。
こ
れ
オ

I
リ
ン
が
、
士
、
ュ
ル

r
l
ん
は
均
衡
を
構
成
す
る
に
常
っ
て
費
動
か
ら
時
間
を
除
去
ず
る
。
」

峨
仰

と
一
討
ひ
、
広
凶
宮

2]岡山『

g
=
-
E己
目
コ
て
-
と
評
し
た
所
以
で
あ
る
。
以
下
此
の
黙
に
つ
い
て
の
彼
の
主
張
を
引
用
ナ
る
。

「
移
動
の
困
難
は
、
費
用
の
他
に
向
今
一
ワ
の
経
済
的
要
素
を
有
す
る
。
移
動
は
瞬
間
的
に
行
は
れ
る
の
で
は
な
〈
、
時
間

E
要
す
る
。
而
し
で
こ
こ

に
偲
想
的
均
衡
債
格
形
成
と
現
貨
の
債
格
形
成
と
の
問
の
関
聯
が
存
在
す
る
。
移
動
が
疎
開
的
に
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
(
費
用
を
作
っ
て
で
は
あ
る
が
)

此
白
一
隅
者
間
に
差
異
を
生
ず
る
筈
は
な
い
。
然
し
乍
ら
現
買
に
於
で
は
移
動
は
無
時
間
的
に
は
行
は
れ
得
な
い
か
ら
、
一
両
々
が
均
衡
債
絡
形
成
な
る
概

念
を
以
で
ご
r
o
o
n。
2
9
E
z
-
-
m号
、
三
回
目
。
F
E
Z
-
m
3
2
2
z
e
F
Eロ
ご
E
E
2
3
2
『E
E
Z
Z
斗

-
4
E
B
ヨ
2
2
0ご
-
z
p♀
0
2
0叫円以
Z
L
C
Z
5
p

巧

z-nr
但
『
ぬ
門
戸
g
m
m
L
7
}町内
T
P
2吋
勺

m
p一『
OmM
ユー
rp}》日高コ
OLW
合
同
三
回
目
ロ
一
品
司
-m酬
の
何
回
コ
王
山
口
門
戸
コ
03口町
-1upz-MA》ロ包囲謡、
M
F
r
=
d
m
m
m
H
E仰向。
ω
古
川
戸
切
同
ロ

『

mhH]同
時
」
可

zd
つ}戸戸内山戸口拘

24内山口町
OMAw-一一
aarJ
ぬ
mbLE
ユコ均一一戸巾

-M】口。=】南品川円司
p-743『時一回伽淀川内回一羽目》]町"のゆ口同
mwコ
古
ョ

を
理
牌
ず
る
場
合
、
こ
れ
な
均
崎
川
崎
格
形
成
の
催
定
的

に
し
て
向
精
確
な
る
府
4
4
で
あ
る
。

均
衡
債
格
形
成
K
つ
い
て
謝
る
場
合
、

拶
劫
困
難
に
伴

山
如
何
な
る
倒
的
要
議
を
も
除
去
し
て
は
な
ら
一
向
。
円
以
後

E
で
行
当
者
し
た
燐
劫
を
考
一
札
ば
充
分
な
の
で
あ
る
。

向
今
一
ワ
附
言
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
生
皮
手
段
の
枚
程
鑓
夏
以
外
に
第
一
次
的
費
動
の
影
響
を
考
へ
ね
ば
庁
ら
ぬ
場
合
が
砂
〈
な
い
。
印
ち
費
動

過
程
に
あ
る
現
貨
の
償
格
形
成
は
均
衡
扶
態
に
な
い
と
い
ふ
事
情
が
、
第
一
次
的
債
格
決
定
要
素
の
費
勤
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
此
の
影
響
(
そ
れ

は
更
に
第
二
の
影
響
を
生
ピ
得
る
)

も
亦
移
動
費
用
と
共
に
、
俵
想
的
均
衡
債
格
形
成
の
僚
件
の
中
に
併
せ
考
慮
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
間
要
素
以
外

の
何
も
の
も
除
去
し
て
は
な
ら
ぬ
。
唯
此
の
時
間
要
素
の
品
が
、
現
貨
の
慣
栴
形
成
と
正
常
的
均
衡
朕
混
と
の
間
の
聞
係
を
特
徴
づ
け
る
。
再
々
は
、

取
に
起
っ
た
費
動
の
結
果
責
際
に
如
何
な
る
結
果
が
生
ず
る
か
を
、
た
だ
瞬
間
的
に
最
後
ま
で
行
き
帯
し
た
も
の
と
し
で
考
へ
れ
ば
定
分
で
あ
る
o
-

一一

上
認
の
如
〈
主
ユ
ル
ダ

1
ル
は
僧
俗
痩
劫
理
論
は
到
昌
平
的
均
衡
の
親
嵩
に
立
つ
べ
き
で
あ
り
、

か
か
る
劫
層
的
均
衡
は
従
来
の
静
事
的
均
街
と
見
り

珠
想
を
債
格
決
定
要
素
の
一
っ
と
し
て
合
む
こ
と
を
要
す
る
、

と
主
援
す
る
o
J央
に
、
然
も
ば
か
か
る
動
車
的
均
衡
の
賃
質
的
内
存
は
来
し
て
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
か
が
問
は
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
遺
憾
乍
ら
彼
は
全
面
的
に
こ
れ
に
答
へ
ず
、
た
だ
、
債
格
鑓
勤
理
論
も
亦
形
式
的
統
一
的
た
る
べ
し
と

号
、
ュ
ル

F

l
ん
の
経
済
獲
勤
理
論

第
四
十
七
巻

五
七

第
四
披

力ほ、 Knight埋論を、郵勤理論の某礎たらしむべ〈、統一的に再構成するこ
とに向けられてゐるが、此際， 1<演は (I.>Fisher的資本概念を利用すること、
(2) Knightの月1fE目“ Uncertainty"を“ Risk)Jと同質化すこと、によってこ
れを成就しようと試みた。
:>1yrrlal: ibid. p・43，90.-derselbe: Gleich.gewicht:;begriff， S. 400• 

Mァroal: ibid. p. rI5. 
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主

品

ル

グ

I
ん
の
経
済
費
勤
理
論

第
四
十
七
巻

五
七
四

第
四
鋭

四

し
で
、

そ
の
翻
貼
を
一
部
す
に
止
る
。
従
っ
て
以
下
陳
ぶ
る
所
は
彼
が
債
格
慶
勤
理
論
の
形
式
的
取
監
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
づ
現
賓
の
経
消
過
程
に
於
て
は
「
企
業
者
」
(
九
三
百
-
】
弓
ロ
己
こ
な
る
経
済
主
醐
胞
が
、
間
有
の
姿
で
現
は
れ
、
然
も
中
心
的
な
る
役
割

を
演
や
る
こ
と
は
言
を
ま
た
ぬ
。
周
知
の
如
〈
、
静
接
的
均
衡
理
論
の
前
提
ず
る
企
業
者
は

《

sto-)-20Z『

E
Z
E
E
-
)合
2
2

2
旬
。
『
円
。
一
ザ

で
あ
っ
て
、
そ
の
活
動
は
何
ら
同
有
の
も
の
申
官
含
ま
や
、

そ
の
機
能
は
地
主
・
弊
働
者
・
資
本
家
の
そ
れ
に
分
割
し
能
ふ

如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

然
し
乍
ら
今
や
危
険
あ
る
欣
躍
に
於
て
は
、

か
か
る
危
険
に
直
面
す
る
も
の
と
し
て
企
業
者
が
そ
の
本
領
を

V
E

〈
刊
行
科
目
齢
、
、

2
1
7
ヘ
〈

i
i
-
d
 

叉
.
如
何
な
る
経
済
主
慢
も
凡
て
惣
柏
山
代
北
川
い
て
行
動
す
る
t
ι
ι
一
お
ヘ
ー
企
業
者
活
動
に
於
て
模
箭
的
忙
危
険
が
廃

現
さ
れ
る
以
上
、
先
づ
企
業
者
活
動
が
問
題
の
中
心
に
置
か
れ
る
の
は
首
然
の
結
果
で
め
る
。
既
に
ナ
イ
ト
は
か
か
る
意
味
に
於
て

企
業
者
機
能
の
周
到
な
る
分
析
を
試
み
た
が
叫
ミ
ュ
ル
ダ
1
ん
は
一
唐
そ
の
成
果
を
模
大
す
ぺ
〈
、

人
を
凡
て
企
業
者
と
者
徹
す
玄
揚
」
土
り
問
題
を
論
や
る
。
即
ち
、

「
先
づ
粧
済
活
動
を
行
ふ
諸
個

「
以
下
諮
常
事
々
が
『
企
業
者
』
に
つ
い
て
誇
る
揚
合
、
企
業
者
と
は
次
の
如
曹
人
格
を
意
味
す
る
、
即
ち
、
自
由
養
本
を
慮
分
し
、
そ
科
、
と
引
替
に
積

々
の
生
産
手
段
|
l
l
彼
は
そ
れ
ら
の
生
摩
手
段
を
、

一
定
の
生
産
目
的
の
錦
に
利
用
す
べ

f
、
互
に
結
合
す
る
が
、
そ
れ
は
将
来
の
艶
勤
の
危
険
の
下

に
行
は
れ
る
ー
を
買
集
め
る
と
こ
る
の
人
格
、
こ
れ
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
問
題
の
恥
〈
の
如
き
説
明
は
、
車
に
理
解
を
枠
易
な
、
b
し
め
る
と
い
ふ
理
由
込
山

ら
録
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
議
論
は
直
ち
に
一
般
化
さ
れ
る
如
く
意
図
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
般
的
債
格
形
成
理
論
の
視
船
よ
り
児
れ
ば
、
凡

て
の
人
聞
が
悉
〈
企
業
者
で
あ
る
。
企
業
活
動
と
は
経
祷
的
意
義
を
有
す
る
決
意
を
仔
ふ
己
と
で
あ
る
。

ょ
、
賃
行
の
弛
棄
に
闘
す
る
に
せ
よ
、

f
l
l種
々
の
代
替
的
可
能
性
が
現
は
れ
る
宇
否
中
、
又
決
意
が
牧
支
乃
至
は
牧
支
が
現
れ
る
時
慰
に
影
響
す
る

こ
と
を
人
々
が
期
待
す
畠
士
官
宇
、
背
後
に
存
す
る
動
機
の
中
に
危
険
の
全
複
合
世
が
入
り
込
ん
で
疎
畠
。
吾
々
が
『
企
業
活
動
』
を
定
義
す
畠
揚
合
、

か
か
る
決
意
が
賛
行
に
闘
す
る
に
せ

者
々
は
こ
れ
を
最
も
一
般
的
な
る
形
に
於
て
行
は
ね
ば
な
、
D
向
。
苦
々
は
恰
も
、
慶
動
が
及
す
に
建
ひ
な
い
と
こ
る
の
、
債
格
形
成
に
劃
す
る
一
般
的

且
統
一
的
知
識
を
註
求
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
」

Irving-Fis.her: Income in Theory and Income Taxalion ill Pracl:ice， Econon田-

trica， VoJ.月， No. 1， (Jan. 1937)， pp. 1-2 
MyrrlaJ: ibid. P・43・ 6) Myrdal: GJeichgewichtsbegr町 S. 399 
Jrving Fisher: The NatuT'e of Capital and Inc01ne， 1900. 
誌での記競は RagnarFrish: Ef. Gene同 ltMonetart Be百四p-ogSymboJsystem 
(Mimeogra.phed Lectures)， O.slo 1935・に従」、。一般K “time-pointof valuati叩
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既
惑
の
如
〈
五
口
占
の
問
題
は
、
血
一
件
鑓
動
に
先
立
っ
て
諸
個
人
が
此
の
鑓
動
を
、
勿
論
不
完
全
に
で
は
あ
る
が
、
設
相
山
す
る
揚
合

に
闘
ず
る
が
、
今
や
此
等
の
諸
個
人
は
上
記
の
意
味
に
於
て
企
業
者
と
看
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
与
の
問
題
は
こ
こ
に
、
企

業
者
の
計
算

l
企
業
活
動
の
全
健
は
そ
の
資
本
勘
定
及
び
牧
支
勘
定
に
於
て
刑
判
す
底
友
〈
呈
示
さ
れ
る
1
[
l
の
問
題
に
蹄
荒
す
る
。

と
と
ろ
で
か
く
の
如
〈
企
業
者
の
計
算
を
問
題
と
す
る
場
合

こ
こ
に
フ
ィ
ツ
シ
ヤ

l
的
資
本
慨
念
が
分
析
の
根
本
的
推
進
要
素
と

あし

る4' て
王見
'i 
れ
tl. 
ば
I'$. 
ら
ね

何
者
フ
ィ
ツ
シ
ヤ

I
の
概
念
構
成
は
恰
も
経
済
皐
と
曾
計
皐
と
の
架
橋
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で

ミ
ュ
ル
ダ
l
ル
は
資
本
概
念
を
説
明
し
て
臼
く
。

「
成
る
興
へ
ら
れ
た
る
時
黙
に
於
て
企
業
は
そ
の
所
有
者
に
左
つ
で
一
定
の
資
本
償
値
(
2
7
E
己

E
E与
を
有
十
る
。
此
の
資
本
債
値
の
大
さ
は
、
八
出

業
者
自
身
が
勝
手
に
橡
恕
す
る
と
こ
ろ
の
、
牧
支
の
見
込
主
己
主
5
5
m
2
'
M
M
Z
L
F
Z
3
3
4
4
2
Z
3
m
g
L
1
0
T百
円
円
阿
見
詰
つ

O
E
2
5
L
U
3ぷ
百
円

t
t
s告
)

に
依
存
す
る
。
企
業
の
債
値
は
可
か
か
る
見
込
を
利
子
率
で
資
本
化
し
、
晴
朗
想
に
入
門
ノ
て
来
る
危
険
図
案
に
関
し
て
割
引
し
た
る
も
の
の
線
利
に
他
な

ら
ぬ
。
」

か
く
の
如
〈
、
、
ユ
ル
ダ
1
ル
に
と
っ
て
資
本
債
値
と
は

-
m
m
由

寄

与

-mr。
D
Z
2【

O
∞z
g
E
o
と一
2
ω
D
E
L
-
o
Z
2
-
N
z
r
z
ロロ回明。

回
R
Z
円円。，

。E
r
。
E
E
2
2
5
5
出。
z

Z存
主
席
四
百
に
他
左
ら
や
、
而
し
亡
フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ー
が
「
資
本
債
値
v
F
一
は
資
本
化
し
た
る
所
得
で
あ
る
」
と
い

ふ
時
、
所
得
と
は
正
に
此
の
賂
来
の
見
込
姐
牧
入
よ
り
見
込
経
営
費
用
を
差
引
い
た
も
の
に
等
し
い
の
で
あ
る
か
如
、

吾
々
は
ミ
ュ

ル
ダ
l
d
N
の
資
本
概
念
を
フ
ィ
ツ
む
ヤ

l
の
そ
れ
と
同
一
一
腕
し
て
よ
か
ら
う
。

と
と
で
以
下
の
行
論
の
便
宜
の
篤
資
本
憤
値
を
奥
ヘ

る
公
式
を
陳
べ
て
置
か
う
。

z

-

一、

今
比
白
意
味
に
於
け
る
所
得
|
|
期
間
交
十
叶
]
植
、
十
吋
〉
に
於
け
る
|
|
を
ハ
向
井
}
し
、
利
子
歩
合
を
G
と
し
、

此
の
所
得
を
生
ず
る
資
本
財
の
時

結

r
に
於
け
る
安
本
伺
位
を
お
と
す
れ
ば
、
明
か
に
あ
ド
は

ミ
ユ
ル
F
l
ル
の
経
済
獲
勤
理
論

策
四
十
七
巻

第
四
掛

五

主
七
五

"は，費教に附せられた 2 個の添字の中前の添字で示され，“ time-pointof 
events" は 2 個の添字世会計したものて表，;t"れ呂。従って一般に， EfT=

the prospectIve magnitude (or the “1110叫 probab1eH value) of JJ in the 
moment t+t' expected al: the time-poi:nt lである。但し gが例へば所得の如
〈期間を渇しての相応念である場合は， !Urは t-I-1"-1I亡初まりど+rに絡る期間
一以下これを (t+l"-1，t+のと略記ナるーに於ける 9の大きを表ナも白と
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ミ
品
ル
ダ

1

ル
の
経
済
援
勤
理
論

第
四
十
七
巻

第
四
銃

五
七
六

~ 
ノ、

(

同

)

門
川
、
回

(
戸

+
G
h
H
)

lMB 

+| 

+| 

九
凶

U
H

1/ 

で
輿
へ
ら
れ
る
。

と
ν、
-'>， 

停般

Z主
表示
す主忌

怨京
円 主u

例官
へ司

皇室
資 E
Zも

場新
合投
の主主
G門も
を荷

σ;;芸
在?
言己 と

ナ行
る iま
とぬ
と揚

と
こ
ろ
で
企
業
の
資
本
偵
倣
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、

主合
す"に
オし 闘
ばナ
、る

時。

慰今
t二止E
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，、主
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ヘ
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'
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十l

愛で
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K 戸、

よら
りれ
、る

夫凶

々さ

減て
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BE 
215 
号肩
~ 1ITf 
去が
て f1;;
ぽ表
5 す
亘る
色!賢
s物

~ 

E ヰ三
苦は、
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毛 P
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負中
の利
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竺10)
占攻

企は
業技
者術

l立"-'

資
本
償
値
を
一
定
に
保
つ
勾
に
誠
債
償
却
を
行
は
ね
ば
な
、
b
ぬ
。
こ
こ
に
苦
々
は
此
の
減
債
償
却
に
劃
し
て
、
政
皐
的
表
現
を
興
へ
る
こ
と
を
考
へ
よ

う
。
先
づ
企
業
者
が
時
新
f
に
於
て
強
制
叫
す
る
と
こ
ろ
の
時
匙
、
+
H

に
於
け
る
企
業
の
養
本
債
依
は

(

臼

)

、d

円

、

風

ヘ

d
e副
V

』
民

l
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円
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己
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+
c
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日
+
会
、
)
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で
あ

p
、
従
っ
て
め
と
例
と
よ
り
、
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串

)

A
帽

2
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h
』

F
E
t
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円、ー
町
二E

を
得
る
。
弐
に
期
間
(
ミ
+
]
)
に
闘
し
て
計
聾
さ
れ
る
減
債
償
却
品
は
相
隣
る
一
一
時
動

r
及
び
刊
に
於
け
る
資
本
慎
値
D
差
額
に
等
し
い
(
何
れ
の
薮

量
も
時
駐

r
に
於
で
濠
想
さ
れ
る
も
の
)
控
目
で
あ
る
か
ら
、
品
目
定
義
式
は

(

印

}

h

v

H

片
言

l
h
s

、

】

戸

島

明

で
あ
り
、
従
ワ
て
向
に
よ

P

(

由

)

h
S
I
S
M
-
P
M
対日:

h
v
h
】

H
門

U
z
-
-
C句
】
片
町
る

(
午
、
)

する 。例へIf上起に於て οrτ は期間 (t+τ-1，t十りに於て市場を支酉Eする
であらうと鵠該企業者が時駈 tI立於て期待する利子ψ合マぁz。又特I-=:，=-=0 
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を
得
る
。
今
Z

ユ
ル
ダ

1
1
F
に
な
ら
つ
で

(
叶
)
~
一
ミ
リ
町
内
】
l
~
vニ
H
L
E
Z
Z
Z
2
2
r。コ
E
=
3
(。帝『《凶作司

zzzmユ
自
己

と
す
れ
同
町
、
的
又
は
例
よ
り

k
円
、

M
H
R
V凶
h
t
h
o

(

∞

)

 

な
る
関
係
を
得
る
。

以
上
の
聞
係
は
既
に
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
に
於
て
、
椅
粗
雑
た
形
態
に
於
て
で
あ
る
が
、
洞
察
さ
れ
て
ゐ
る
。

上
記
の

G
に
せ
よ

L

に
せ
よ

何
れ
も
期
間
に
於
け
る
用
役
の
流
れ
に
相
違
在
い
か
ら
、

フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ー
は

G
を

こ
れ
を
所
得
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

『

O
L
一一
N
ぬ
斗
】
一
回
《

U
C戸
】

σ

戎
は

と
稀
し
て

L

王子
1
y

、

〈
日
て

a

-

a

 

同
印
【
凶
ロ
ロ
出
国
1

C

}

H

ロ
門
苧
四
回
】

σ

町
一
冒
門
司
自
巾

L 
をこ

一
作
間
ダ
コ

JBE
一

X
は

供、
u
t
i
F
4
コ
司
Z

f

，a
p
-
-
h
匂

J
V
C

と
れ
を
応
別
し
た
後
可
「
G
な
く
ば
資

u

本
使
品
川
な
し
、
資
本
使
伯
な
〈
ば
L
た
し
一
]
」
の
山
山
川
よ
り
、
れ
り
を
第
一
次
的
問
問
符
概
念
I
C
し

ア
プ
レ
シ
三
イ
シ
ヨ
ン

た
。
か
く
て
彼
の
所
得
概
念
は
そ
の
内
に
貯
蓄
を
含
ま
ぬ
と
ん
」
と
な
っ
た
。
寵
し
貯
蓄
は
資
本
償
値
の
増
便
、
剖
ち

(
i
b
)
と

話
相
倣
さ
れ
、
従
っ
て
全
日
子

|
(
l
bと
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

例
へ
ば
年
利
五
分
の
一
高
闘
の
預
金
を
有
す
る
人
が
、
五
百
闘

寸~ CI) 

あ利
つう己

売口JL

を
再
預
金
す
る

と
き

と
い
ふ
の
が
フ
ィ
ツ
シ
ヤ

1
の
所
得
概
念

(
l
U
)
H
u
-
-

C
H
O
印
ち
所
得
皆
無
と
な
る
、

と
乙
ろ
で
斯
〈
の
如
さ
二

=
5
5
0
a
g
-】

ω
Z
E
E
-
3
の
概
念
構
成
は
、
そ
の
根
嫁
を
7

ィ
ツ
シ
ヤ
l
の
閥
系
構
成
の

原
理
に
有
す
る
に
せ
よ
、
然
し
一
般
通
念
に
反
す
る
と
と
は
言
を
侠
た
ぬ
。
か
く
て
瑞
典
氏
子
汲
に
於
て
は
寧
ろ
、
そ
の
未
消
費
部
分

と
し
て
貯
蓄
を
含
み
得
る

L
が
所
得
と
さ
れ
Z

判
。
明
か
に
此
の
ご
2
3
E
o
s
-
5
2て噌

の
概
念
は
ウ
ィ
ク
セ
ル
迎
論
と
調
和
す
る

が
.
瑞
助
ハ
曲
申
汲
は
進
ん
で
此
の
所
得
概
念
に
よ
っ
て
、

エ
ル
グ
I
ん
に
於
亡
「
既
存
貨
物

サ
ィ
ク
セ
ル
理
論
の
設
展
を
企
園
ず
る
。

資
本
の
牧
径
率
(
自
然
利
子
)
は
貸
付
(
貨
幣
)
利
子
と
恒
に
一
設
す
る
」
と
の
命
題
が
「
貨
幣
論
的
均
衡
」
理
論
の
一
支
桂
た
る
こ
と
は
、

ミ
品
ル
ダ

I
ん
の
経
済
麹
勤
理
論

第
四
齢
制

七

第
四
十
七
巻

五
七
七

一主旨の展開を試みてゐるが ζ こにはその所論最も一般的にして瞳系的なる
Frischによった。向薮式が一般的にすぜる時は Fisherを参照されたい。
L投資なき場合寸止の限定は、然し時動 ι 1 I亡於て計書され時慰tに於て1苦行
さるる投資を排除しない。換言すれば、 ol なる!傑件は各期間の1投資$が期間
(t， 1+1)以降に於て =0なるこ左を意味し、期間 (/-1，t)に於て〉口なる己と
を許すofJI Bruttorealinvestierungenなる概ait:が新投資のゐならず再投資を合

9) 



既
に
人
の
知ミ
るユ
と Fレ

r 
<: i 
. --'レ

での
あ経
る済
。刷費

勤
王旦
論

第
四
十
七
巻

1¥ 

豆
七
八

第
四
競

上
記
の
如
く
ミ
品
ル
グ
1
1
v
は
L
に
立
論
の
基
礎
を
求
め
る
が
、

此
際
銘
記
す
べ
き
一
事
が
あ
る
。

印
ち
、

-
己
〉

E
庁
日
守

L
土

l
」
言
阿
『
一
+
市
F

F

4

4

1

l

利
潤
に
非
十
と
い
ふ
こ
と
、

収
支
の
差
額
た
る
に
拘
は
ら
十
、
何
故
に
利
潤
に
あ
ら
ざ
る
か
。
そ
は

こ
れ
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
は

利
潤
な
ら
や
、
利
子
(
費
用
)
友
り
と
は

つ
の
可
能
な
る
解
答
に
見
え
る
が
、

ミ
コ
ル
ダ
l
ル
の
そ
れ
は
、

と
れ
と
柑
具
り
、
利
潤

コ
屯
書
勺
4
q
言、

U
生
町
中
日
目
l
h
口

-T厄
ι

ー

i
F
:
「
}
:
・

料
山
月
経
ハ
同
月
符
右
。

JW 
1~~ 

主
E
Eリ
山
師
司
品
、

!
h
F
ユ「
J
L
J
ι
r
L
'
I
T

己主
に Qp
純ち
Jilf キリ
得潤
It 土
llJ 品質
潤格
にに
ゴド 星ぅ
句作 ら
とす=
23 慣
れ俗
る!fJi軍空
o lMI] 

主c
り

立
入
。
一
し
説
明
し
よ
う
。

と
い
ふ
黙
に
求
め
ら
れ
る
。

即
ち
、

h
r
一一可

t
1
U目
3
1
ρ
t
l
v
〉
C

日
以
寸
ユ
山
田
ト
ド
阻
止
ノ
州
咋
骨
」
町
山
じ
ト
ル
d
ξ

此
際
ミ
ュ
ル
ダ
l
ル
は
輿
件
費
動
志
〈
ば
利
潤
た
し
、

と
の
周
知
の
命
題
よ
り
出
発
す
る
が
、
師
四
一
動
の
影
響
を
論
や
る
揚
合
、

が
注
意
す
る
の
は
資
本
債
値
に
及
ず
そ
れ
で
あ
る
。
利
潤
は
所
得
乃
至
債
格
と
異
る
、
と
の
主
張
は
と
こ
に
山
来
す
る
。

「
吾
々
が
企
業
を
観
察
す
る
時
慰
に
於
で
、
企
業
の
資
本
債
値
の
決
定
要
素
の
或
る
も
の
に
費
動
を
生
干
る
。
か
〈
て
動
目
印
字
的
扶
態
に
於
て
は
、
岨
府
来

の
松
支
に
闘
す
る
珠
想
が
費
動
ず
る
の
を
常
と
す
る
。
此
の
結
果
は
企
業
の
資
本
債
値
の
慶
動
で
る
る
。
要
す
る
に
企
業
者
に
と
っ
て
第
一
次
的
費
動

の
結
果
た
る
利
潤
又
は
損
失
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
企
業
の
資
本
償
伎
の
か
〈
の
如
奇
襲
動
で
あ
る
。

利
潤
又
は
損
失
は
か
〈
の
如
く
に
し
で
完
全
に
動
皐
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
得
又
は
費
用
と
は
会
然
梨
る
と
こ
ろ
の
経
済
的
範
曙
に
属

す
る
。
そ
れ
ら
は
償
格
で
は
な
〈
、
償
格
鐙
勤
で
あ
ム
。
」

か
〈
の
如
く
利
潤
は
、
焼
動
よ
り
生
や
る
資
本
債
値
健
動
で
あ
る
と
は
い
へ
、
受
動
あ
る
も
不
確
定
友
〈
ば
利
潤
左
き
と
と
、
換

言
す
れ
ば
、

J
Z
合
同
耳
目

MLEと
え
聞
記

C
E
Z
E
E
-
E
E三
句
、
、
は
師
叫
に
設
か
れ
た
所
で
あ
る
。
か
〈
て
利
潤
は
阜
た
る
債
格
鐙
動

で
は
友
〈
、
不
測
の
債
格
費
動
と
云
は
ね
ば
・
な
ら
ね
。

と
こ
よ
り
常
識
と
の
読
離
が
始
ま
る
。

一
般
通
念
に
従
へ
ば
年
度
末
の
決
算

正参照。又投資

彼

むことについては、 Ml'Tdal:GleichgewichtsbegrilI， S. 418， 
の有無について語る場合の投資は紐替費用の投下を合主向。
depreciationについでは Mynlal;G-leichgewicht!:)be!~riff，日比 395-396. 参照。
以上の記披を Myrdal、のそれと比較すれば Gt1 は Myrdalのど '-11〆に話ijV 
ZJtl はその〆に常る。 Vgtl¥.1:yrdal; Gleichgewichtsber~rï:f[， S. 396. 
Fisher; Nature etc. chap. XJV. 
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に
於
て
現
は
れ
る
牧
支
の
差
額
が
利
潤
に
他
な
ら
や
、
利
潤
の
有
無
犬
小
は
た
だ
決
算
の
み
か
ら
明
か
で
あ
り
、

「
強
想
と
結
田
市
と

の
封
附
…
」
は
意
味
を
も
た
ね
。
然
る
に
、
上
記
の
ナ
イ
ト
の
命
題
よ
り
出
費
す
る
と
き
は
利
潤
は
不
測
の
債
格
受
動
、
即
ち
強
算
と

決
算
ム
」
の
議
離
で
あ
る
。

か
の
「
前
か
ら
の
」
(
史
』
S
Z
u
-
-
o
r
Z
R
雪
5
2
L
W
同
》

-E[百円
ZZ)
計
算
と
「
後
か
ら
の
」

(a，日
)
S
F
-
g
r口元

一己円一

2
2
f
z
r
q印有
S
Z
)
計
算
と
が
国
別
さ
れ
た
の
は
と
こ
に
於
て
で
あ
っ
た

3

ミ
ュ
ル
ダ
1
ル
が
利
潤
を
定
義
す
る
観
結
は
、

か
〈
の
如
〈
で
あ
る
が
‘
認
に
五
日
々
は
そ
の
定
義
を
上
記
と
の
闘
聯
に
於
て
記
続
的
に
行
ふ
。

青
々
が
と
れ
宮
で
取
扱
っ
た
白
ば
凡
て
m
M
P
ロ
Z

が
、
但
し
日
唱
。
己

の
範
鴫
で
あ
っ
た
。
以
下
で
も
範
時
同
一
な
る
限

D
、
凡
で
同
一
文
字
及
び
同
一
添
字
を
用
ふ
る

の
数
量
に
胡
し
て
は
文
字
の
上
に
~
を
附
す
る
。
従
っ
て
上
一
氾
の
添
字
の
約
束
に
よ
り
一
般
に

W
T

出、

t
f
l
-
で
あ
る
。

さ

定
義

)~:. I':t 

|次
:hd〉

Y 如
， <" 

li- 行
. は

F4L 
~:，る
，.，。
泊

'1:~ ，.， 

ヘ
odw、

(
同
{
}
)

も

l
c
u
L
E
-
A
1
E悶
J

悶

7
4
E
E

利
潤
の
か
か
る
範
時
的
特
質
の
確
認
並
び
に
そ
の
蹄
結
と
し
て
の
上
記
の
定
義
が
ミ
ュ
ル
グ
l

h
の
所
謂
「
殻
想
要
素
を
債
格
形

成
の
説
明
に
導
入
ず
る
こ
と
」

の
最
も
顕
著
左
る
結
果
の
一
つ
で
あ
り
、
「
前
か
ら
の
一
と
「
後
か
ら
の
」
と
の
計
算
は
、
彼
に
あ
っ
て

は

こ
れ
と
結
び
付
い
て
そ
の
放
川
討
を
後
探
ず
る
。

1
・

・

・

a

1

・

と

C
2
2
3
S
Eヨ
ロ
ロ

m
N三
月
E
S
R
Z
E
-
-
a

現
に
彼
は

ミ

与

昂

ロ山門一

-rn-mt(
一Z
E

4
2
=
2
5四

Z
E
喝
E
E
L
2
2
同
省
ヱ
ニ
T
一一
ω
F
E
u
-
E
8
3
(貯
蓄
と
投
資
と
の
後
か
ら
の
一
致
)
の
説
明
に
於
て
も
此
の
利
潤
の
概
念
規

定
に
根
本
的
役
割
を
負
は
し
め
て
ゐ
ぁ
。

か
く
の
如
〈
利
潤
は
企
業
者
の
投
資
計
算
に
現
は
れ
ぬ
が
、

と
れ
に
つ
い
て
は
重
要
宏
保
留
が
存
す
る

J

即
ち
以
上
は
凡
て
進
行

中
の
企
業
に
闘
し
、
企
業
創
設
の
揚
合
は
事
情
と
れ
と
異
る
こ
と
、

と
れ
で
あ
る
。
彼
は
記
す
。

「
利
潤
(
然
し
損
失
に
非
歩
)

号
、
ュ
ル
ダ
I

ル
の
経
済
麹
勤
理
論

第
四
十
七
巻

五
七
九

第
四
披

九

in Honour 

t立

Fisher: Nature etc~ chap. XIV. q 9 以下;参照。
Cf. Erik Lindahl: The Concept of Income， Econornic Essays 
of Gustav Ca:柚 el，1933， pp. 399-497・
Myrda!: Gleichgewichtsbegdff， S， 398. 
l陪の豊富については，告書z節参照. 宵 l.Jindahl';， The Concept of Income. 
利潤は資本慣値費動であって所得でないといふ結に論嫁を求める。

は:
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ミ
ユ
ル
グ

l
t
w
の
経
済
慶
勤
理
論

第
四
+
七
巻

O 

主
八

O

第
四
競

然
し
乍
ら
企
業
創
設
に
よ
っ
て
も
亦
生
じ
得
る
。
動
率
的
献
態
の
若
干
の
事
情
に
基
き
、
企
業
者
は
、
生
産
力
を
集
め
企
業
左
創
設

す
る
乙
と
に
よ
り
、

創
設
費
用
を
超
え
る
債
値
を
企
業
に
興
へ
得
る
。

此
の
揚
ム
口
利
潤
は
既
に
投
資
計
算
に
於
て
存
在
し
得
る
。

か
か
る
利
潤
は
極
め
て
特
殊
的
に
し
て
或
る
視
結
よ
打
見
れ
ば
債
格
で
あ
る
。

る
。
」
か
か
る
利
潤
は
投
資
利
潤
と
呼
ば
れ

賓
際
そ
れ
は

む
「

OZ円円内山田】『おロOロ『
ω
一L同】
で
る

てヨ

2 

W
L
E
 同
)
2
5
F
一口

4-zzmzm己
目
宮
口
円
E
H
自
己
〕
一

E
『
ヰ

2
巧
円
一
向
。

=ω三
百
ロ
斗
}
己
但
呂
町
門

F
S

p
c
N
O
E
S
 

の
役
割
を
荷
は
し
め
ら
れ
る
が
、

五
円
々
は
こ
れ
に
代
数
的
表
現
を
興
へ
る
と
と
を
以
て

-
、
コ
ル
グ
1
1
F
紹
介
の
筆
を

4
T
-
L
可

〉

・

'
o

『
引
臼
恥
制
U
悦

子
J
S
Fノ

今
ノ
を
以
て
旬
、
居
可
3
E
r
M
C
E
r
E
Z
ロ
ι
2
2
0
t
r
S
E
E
m
-
g
r
g
=一r
p
z
p
r
2
3
と
し
、

C
を
以
て
た
“
日
同
名
目
E
5
1
L
O
円
D
E
r
E
E針
。

お
Z
n
p
H山
E
H
r
p
司
E
-
H
E
-
-
と
ナ
号
。
誌
に
新
建
設
資
本
は
新
技
委
の
み
な
ら
ず
、
再
設
費
を
合
む
も
の
と
し
、

且
、
投
資
率
は
期
間
に
闘
す
る
概
念
で

あ
る
か
ら
、
期
末
千
十
回
を
司
。
E
H
え
2
0
2
Z
と
し
、
期
首
f
を
司
O
F
E
ぇ
z
r
p
E
D
と
す
る
も
の
と
傍
定
ナ
る
。
此
の
投
資
が
あ
る
場
合
(
三
回
己

(出司

E
Z
B
L
1
)
H
ロ
〈
E
Z
O
E
ロ
帽
の
ロ
ョ
)
を
特
記
す
る
怨
夫
々
自
援
歌
の
右
肩
に
仰
を
附
寸
れ
ば

(
回
目
)

P
H
片山。

l

h同
日

q
q
l
c
N
E

。一寸
l

h片
山

-

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

E

i

-

-

同
+
C
h
u
(
同
十
C
R
)
(
H
+
G
E
)

( -'" ) 

~
リ

V
M
U
旬
、

l
h
-
u
u

ー(民
十 lf
にへ) I • 

江 1(")1
I~ 主

+ 

i
i
h
1
i
 

q
Z
E
l
c
h

・
+ 

(
H
十
円
以
時
)
(
同
+
C
h
v
)

( 

H 
W 

) 

円
U
M
-
-
P
U
品
。
ご
L
2
2
5
2
Z
H
U
問
。
三
ロ
ロ
ョ
2
2
h
可
宅
芸
品
ロ
ペ
-
h
H
O
円
円
1
2
E
L
O
(
品
、
+
同
)

ο】ー
¥
~
M
H

(戸山田)

、

、

内

N
L也
、
旬
、

過
長
一
期
間
中
に
暫
加
し
た
と
考
へ
る
資
本
偵
値
の
量
(
マ
ル
シ
ャ
ツ
グ
の
所
前

《
山
内
司
目
。

E
E巴
]
。

と
な
る
。

メ』
マ

ゴ~~
業
者
iJ( 

E 時

ι? 
と+
> ，... 
れ 戸

ば長
て、

4
2
E
D
問
。
E
詰
司

R
F
)

Myrdal: iLid. pp・43-44.derselbe: Gleicbgewichts正昭口広 S酢 397・倫 Linda.hl
(Economic Journal， p. 90.)参照。
Myrdal: Gleichgewichtsbegri仔;S. 394・
Myrdal: Gleichgewichtsbegri仔;SS. 396-198， 42品-4Z9， f古iJ. R. Frisch: ibid， 
pp. '7-18. Marochack: Kapitalbildung， SS. 14-15・を参照されたい。
Myrdal: Clcichgewicht~begri(f， SS. 427-430. 
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ピコt

十

何
mw司
凶
円
借

]mmzuHF

な
る
結
果
を
得
る
。
吾
々
の
こ
れ
ま
で
の
展
開
白
意
義
の
一
つ
は
此
の

-r
を
捕
時
々
白
棒
成
要
素
に
分
解
す
る
こ
と
に
存
し
た
、
と
見
得
ょ
う
。

、J

← 
( 

附
記
、

以
上
に
於
て
私
は
、

ミ
ユ
ル
ダ
1
ル
の
経
済
理
論
の
某
本
構
造
を
町

E
E
L
S
E
9
1。
Z
E戸
2
0
n
r
H
J
V

依
り
つ
つ
展
開
し
来
っ
た
。
(
伺
危
険
、
と
利
潤
と
の
関
聯
の
分
析
が
、
時
四
っ
て
ゐ
る
が
己
れ
に
つ
い
て
は
別
に
論
ず
る
機
令
が
あ
ら
う
の
)
既
に
略

、
、
明
か
の
は
、
静
括
的
斑
論
の
非
現
鴨
川
性
の
柑
摘
、
動
閣
時
中
到
一
論

Mh
於
け
る
珠
忍
要
素
導
入
の
提
唱
と

R
E
S
H
0
.唱

R
2
1守
己
ョ

て
彼
は
確
か
に
成
坊
し
E

ゐ
る
が
、
被
の
所
川
山
到
同
学
的
均
衡
、
及
び
利
潤
の
範
J

略
的
特
質
な
る
も
の
ば
頗
る
凝
は
し
い
と
ム
ス

』っし と
日ぜ (刀

あ l亘
品~Ij
。1) fて

M~ 方き

し
此
目
劇
的
別
府
な
〈
し
て
彼
の
災
僻
担
論
の
批
判
的
括
取
付
不
可
能
ぜ
あ
る
。
彼
の
貨
幣
理
論
を
中
心
に
瑞
典
国
軍
波
が
今
日
世
界
の
経
済
皐
界

又
上
記
。
利
潤

に
及
し
づ
つ
あ
る
深
〈
且
庚
き
影
響
は
、
今
一
歩
わ
是
跡
を
要
求
す
る
。
彼
の
所
謂
到
皐
的
均
衡
の
提
唱
は
来
し
て
正
し
い
か
、

の
範
時
的
特
質
の
主
張
及
び
そ
れ
に
関
聯
し
て
な
さ
れ
た
利
潤
の
種
々
の
形
態
の
定
義
は
そ
の
主
主
承
認
し
得
る
か
。
此
等
の
批
判
の
怨
に
は
ナ

イ
ト
及
び
リ
シ
ダ
1
ル
の
比
一
併
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
向
。
此
の
仕
事
は
次
に
譲
ら
れ
る
。

何
本
稿
は
日
本
製
術
振
興
曾
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

号
、
ュ
ル

r
1
ル
の
経
済
費
動
理
論
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1<: 

Mァrdal; ibid. p. 44 ~J }Anl5.ggningsvIDste吋 "der Investierungsgewinn" 
については ibid.p. 121-124. Gleichg:ewich'l:sbegriff. S. 398 参照。
例へば，上褐の Lindahl，Ohlin， Marsch:~ck:白展開(それらは Myrdal と略同ー
の線に滑ふものであるが)の中に既に JV[yrdalrD理論に封ナる若干の批判的修
正を見出し得るであらう内
Erik Lindahl: Pri5bildnìngsproblemet~; Upplaggning， Ekonomisk Tidskri行，
1929， Haft. 2.は Myrdal <D動事イEの方針をl比等の論里町について能ふ限り正
しい基礎の上に再構成する己とを目的」一したと見られる。
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